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ガバナーズ・スローガン アクティビティ・スローガン

人生は出会いから 共に一歩踏み出そう

ライオンズクラブ国際協会333─Ｄ地区　　　 

地区ガバナー L.　綿 引 　 貴　

　このたび香港国際大会において333─Ｄ地区ガバナーに就任いたしまし

た。地区運営にあたり、キャビネット役員の皆様にはご多忙の中、その重

責をお引き受けいただきましたことに心より感謝申し上げます。

　本年度は、「ミッション1.5」達成に向けた最終年度となります。2027年

７月１日までに目標を達成するためには、会員一人ひとりの理解と行動、

そしてクラブと地区が一体となった取り組みが不可欠です。皆様の積極的

なご協力をお願い申し上げます。

　今年度のガバナーズ・スローガンは「人生は出会いから」、アクティビティ・スローガンは「共に

一歩踏み出そう」です。

　私たちは多くの出会いによって学び、成長し、仲間との絆を深めてまいりました。その出会いを原

動力として、新たな奉仕への挑戦につなげていきたいと考えています。

　本年度の地区目標として、会員拡大、LCIF 支援の推進、検眼登録の推進、新クラブ結成をはじめ

とする重点課題に取り組んでまいります。これらの目標は決して一人では達成できません。クラブ、

地区、そして仲間が力を合わせ、「共に一歩踏み出そう」の精神で行動することが成功への鍵となり

ます。

　すべてのライオンが誇りと喜びを持って活動できる一年となるよう、皆様と共に歩んでまいりま

す。ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ガバナー方針　333─Ｄ地区目標

会員拡大（ミッション1.5）303名　各クラブ前年比20％増

女性会員各クラブ１名

新クラブ結成　１クラブ

退会者　前年比70％未満（できる限りゼロに抑える）

Lion Portal 利用者　正会員の70％以上のアカウント登録

全クラブ一斉献眼登録活動　各クラブ25名以上の献眼登録

333─Ｄ地区統一アクテビティ　普通救命講習会（１）各クラブ１名以上の参加

各ゾーンで一つ以上の合同アクテビティを実施する

LCIF 寄付　180,000ドル
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ガバナーズ・スローガン

『人生は出会いから』
人生は、出会いによって大きく変わります。

その一つ一つのご縁が、未来をつくっていきます。

　私たちの人生を振り返った時、大切な節目には必ず「人との出会い」があります。家族、友人、仕

事の仲間、そしてライオンズクラブとの出会い。その出会いが、自分を成長させ、新たな道へと導い

てくれました。

　ライオンズクラブは、まさに出会いの場です。異なる立場や経験を持つ仲間が集い、互いに学び、

支え合いながら奉仕へとつながっていきます。

　一つひとつの出会いを大切にし、そのご縁を力に変え、地域社会への奉仕へと広げていく。この思

いを胸に、皆様と共に歩んでまいります。

アクティビティ・スローガン

『共に一歩踏み出そう』
大きな変化は、小さな一歩から始まります。

その一歩を、仲間と共に踏み出しましょう。

　どんなに素晴らしい理念や志があっても、行動に移さなければ何も始まりません。しかし、その一

歩を踏み出すことは決して容易ではありません。だからこそ「共に」踏み出すことが大切です。仲間

がいるから勇気が生まれ、声を掛け合うことで行動が続きます。

　一人の一歩は小さくても、それが重なれば大きな力となり、地域社会に確かな変化をもたらします。

まずはできることから、無理のない一歩を。そして、その一歩を仲間と共に積み重ねていきましょう。

この言葉に、行動への決意と連帯の想いを込めています。
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We Serve 
われわれは奉仕する

国際会長 マーク S. ラ イ オ ン

【国際会長テーマ】

「Rooted In Service」
　奉仕に根ざして
　そのルーツを、さらにゆるぎないものに。

　堂々とそびえ立つオークの木。それは強さと不屈のシンボルです。

　何事にも動じず、何世代にもわたり人々に勇気を与える揺るぎない象徴として、圧倒的な存在感を

放ちます。目的と奉仕に根ざすライオンズは、まさにその大樹のようです。私たちの強さの源は、た

だ気高くそびえることにあるのではなく、むしろ、私たちが周囲の世界にもたらす憩いと、恵みと、

いのちにあります。

　ライオンズクラブは100年以上にわたり、私たちの地域社会とまちを支え、力づけ、奉仕してきま

した。困難なときに支援を、絶望のときに希望を、最も必要なときに思いやりを届けてきました。奉

仕こそが、私たちの組織を育てる土壌です。私たちが寄り添う人生、私たちが変える地域社会、私た

ちがもたらす影響は、すべてこの土壌の上に実ります。

　団結した人たちの底力の象徴となったチャーター・オークのように、今、ライオンズがその真理を

体現します。今日もライオンズが誰かに食事を手渡し、どこかで病院を建て、子どもに手を差し伸べ

ています。その一つひとつが、私たちの奉仕が大地に深く、力強く根ざし、末永く続いていくことの

証なのです。（国際会長メッセージより一部抜粋）

国際会長メッセージの詳細は、下記リンクよりご覧いただけます。

md_62saLYTnDc41UYZT.jpg.pdf（国際会長のテーマ　全文：パンフレット）

会長テーマ　ウェブページ
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ご　挨　拶

ライオンズクラブ国際協会　　　　　　　　　　　　 

元国際理事・地区名誉顧問 L.　清 水 英 徳　

　山々が清々しい緑に囲まれたこの佳き日に、333─Ｄ地区第１回キャビ

ネット会議が開催されます事は、大変素晴らしいことと心よりお祝い申し

上げます。

　このキャビネット会議は、新しく来るべき年度の方針を決定し、これか

らの一年間の更なる躍進を誓い合う333─Ｄ地区にとって誠に重要な機会で

あります。メンバーの方々が集い、情報を交換し、旧交を温め合い、新し

いライオンと出会い、今年度に向けての新しい創造と継承の出発点と成ります。

　本日のこの素晴らしいキャビネット会議を契機として。333─Ｄ地区が更なる発展をされることを信

じて止みません。

　そしてその意義を充分に認識され、ここ一堂に会し、ライオニズムの実践のため研鑽されますこと

に深く敬意を表したいと思います。

　より良い世界を作る為に献身する。ボランティアによる強力なグローバルネットワークの一員であ

ると云う誇りを持って、会員の増強はもとより会員の維持に取り組むことが大切と思っております。

　ライオニズムの様々な目標を達成する為には、組織を強化し、素晴らしいイノベーションに取り組

まなければなりません。

　今期ガバナーズスローガンのように、出会いを大切に共に歩み、素晴らしい夢を実現する為に共に

頑張りましょう。

　ライオニズムの高揚に寄与し、世界で一番素晴らしい奉仕団体としての誇りを持とうではありませ

んか。

　結びに333─Ｄ地区の益々の発展と、メンバー各位のご健勝とご活躍をご祈念申し上げご挨拶と致し

ます。
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ご　挨　拶

ライオンズクラブ国際協会　333─Ｄ地区　　　　 

第一副地区ガバナー L.　鈴 木 信 昭　

　皆様こんにちは　第一副地区ガバナーを拝命しました第１リジョン第２

ゾーン太田中央ライオンズクラブ所属の L.鈴木信昭です。よろしくお願

い申し上げます。

　今年度綿引ガバナーズ・スローガン「人生は出会いから」という言葉に

正にその通りであると共感します。この世に命を頂いてから数多くの出会

いがあり、今こうしてライオンズクラブで活動をしているのも大勢のライ

オンズの仲間との出会いによるものです。人は一人ではなく多くの仲間との中で成長するものだと今

更に考えさせられることが多々あります。先日もライオンズの仲間の席で、リーダーとしての仲間へ

の配慮が足らないことを指摘されました。次のガバナーとしての自分自身の行動に注視するのは当然

であり、一緒に行動する仲間への心遣いが足らなかったことに反省させられました。

　「人生は出会いから」そして人として成長するのも出会いからであります。心してまいる所存です。

　そして、綿引ガバナーのアクティビティ・スローガン「共に一歩踏み出そう」の共にという言葉に

重みがあります。何をやるにしてもみんなで共にやる。会員増強も寄付金集めも奉仕活動も、全てに

おいて共にやることの重要性を打ち出したものです。この点は私自身の反省というか、今までの行動

に注意をしなくてはと考えています。私の仕事は団子、赤飯、寿司、餅類等々の製造販売業ですの

で、自らが職人として製造するので、自身でやりこなすことが身に付いているため、人にやらせずに

自らやってしまう面が多々あります。これは今までの自クラブでの活動でも指摘されていました。

　この点を克服し「共に一歩踏み出そう」と改めて肝に命じてまいりたいと思います。

　　「We Serve―われわれは奉仕する」

　この合言葉の「われわれは」には、大きな意味があります。

　決して一人ではなく、仲間と力を合わせ、共に一歩踏み出しましょう !
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第１回キャビネット会議　スケジュール・会場

2026年７月27日（月）

群馬ロイヤルホテル

　　　　12：00～13：50　　地区名誉顧問会　　　 ９階　ローズルーム

　　　　13：30～13：55　　役員受付　　　　　　 ２階　鳳凰の間前

　　　　14：00～16：50　　本会議（途中休憩）　　２階　鳳凰の間

　　　　17：00～19：00　　懇親会　　　　　　　 ３階　まゆだま
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第第 11 回回キキャャビビネネッットト会会議議  本本会会議議次次第第  

2026 年 7 月 27 日（月）14：00～16：50 
群馬ロイヤルホテル 鳳凰の間 

司会：キャビネット副幹事 L 高 野 憲 樹 
1． 開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー L 綿 引  貴 
2． 国旗に敬礼、国歌斉唱  L 全 員 
3． 物故ライオンに黙祷  L 全 員 
4． ライオンズヒム斉唱  L 全 員 
5． 出席者紹介 キャビネット副幹事 L 木 藤 博 幸 
6． 地区ガバナー挨拶 地区ガバナー L 綿 引  貴 
7． 元国際理事挨拶 元国際理事 L 清  水  英  徳 
8． 地区名誉顧問会議長挨拶 地区名誉顧問会議長 L 荻 野 匡 司 
9． ガバナー方針・目標 地区ガバナー L 綿 引  貴 

10． 第一副地区ガバナー挨拶 第一副地区ガバナー L 鈴 木 信 昭 
11. 前キャビネット三役に感謝状・記念品贈呈 地区ガバナー L 綿 引  貴 
12． 委嘱状・ラペルピン 地区ガバナー L 綿 引  貴 
13． 議事基準の採用及び議長選出 キャビネット幹事 L 吉 澤 和 男 
14． 議事 議長就任 議長 L 綿 引  貴 
15． (1)定足数の確認（ロバート議事規則による） 議長 L 綿 引  貴 
 (2)幹事報告 キャビネット幹事 L 吉 澤 和 男 
 (3)ＧＭＴ(グローバル･メンバーシップ･チーム)方針発表 コーディネーター L 桐 生 貴 央 
 (4)ＧＥＴ(グローバル･エクステンション･チーム)方針発表 コーディネーター L 齊 藤 真 吾 
 (5)ＧＬＴ(グローバル･リーダーシップ･チーム)方針発表 コーディネーター L 堀 越 正 和 
 (6)ＧＳＴ(グローバル･サービス･チーム)方針発表 コーディネーター L 小 金 澤 徹 記 
 (7)地区ＬＣＩＦ 

(ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾌｧｳﾝﾃﾞｲｼｮﾝ)方針発表 コーディネーター L 村 上  悟 

 (8)ＷＹＰＴ(ウーマン･＆･ヤングピープル･チーム)方針発表 コーディネーター L 木 村 祥 子 
 【休 憩】  
 (9)ＺＣ（ゾーン・チェアパーソン）方針発表 各ゾーン・チェアパーソン 
 (10)各委員長の年度方針及び報告    
 ① 会員会則委員会 委員長 L 尾 髙 一 秀 
 ② Marketing・Communication・ＩＴ・ＰＲ委員会 委員長 L 太 田 吉 昭 
 ③ ＬＣＩＦ委員会 委員長 L 薊  仁 
 ④ 会員拡大・エクステンション委員会 委員長 L 近 藤 大 貴 
 ⑤ 献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会 委員長 L 峯 岸  豊 
 ⑥ 環境保全・社会福祉・アラート委員会 委員長 L 黒 澤 浩 一 
 ⑦ 次世代リーダーシップ委員会 委員長 L 金 井 暁 生 
 ⑧ 国際大会委員会 委員長 L 岩 村 敏 明 
 ⑨ レオ育成委員会 委員長 L 小 暮 啓 仁 
 ⑩ ＹＣＥ委員会 委員長 L 折 茂 紀 彦 
 ⑪ ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 委員長 L 市 村 均 光 
 ⑫ 年次大会実行委員会 委員長 L 新 井 久 道 
 (11)提出議案審議    
 ① ガバナー報告事項及び提出議案 地区ガバナー L 綿 引  貴 
 ② ゾーン・チェアパーソン提出議案    
16． 閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー L 綿 引  貴 

 

第１回キャビネット会議　本会議次第
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役　　職　　名 決議 敬称 氏　名 ふりがな 所　属 出欠

１ 地区ガバナー　GMA コーディネーター ☆ Ｌ 綿 引 　 貴 わたびき　たかし 前橋 ○

２ 元国際理事・地区名誉顧問 Ｌ 清 水 英 徳 しみず　ひでのり 高崎 ○

３ 前地区ガバナー・地区名誉顧問会議長 ☆ Ｌ 荻 野 匡 司 おぎの　ただし 富岡 ○

４ 第１副地区ガバナー ☆ Ｌ 鈴 木 信 昭 すずき　のぶあき 太田中央 ○

５ 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 福 田 勝 巳 ふくだ　かつみ 桐生西 ○

６ 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 大 関 健 一 おおぜき　けんいち 国定 ○

７ 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 矢 内 久 男 やない　ひさお 高崎和田 欠

８ 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 田 中 勝 司 たなか　かつじ 高崎東 ○

９ 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 星 野 勝 美 ほしの　かつみ 太田 ○

10 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 藤 川 清 幸 ふじかわ　きよゆき 前橋中央 ○

11 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 植 原 　 宏 うえはら　こう 高崎中央 ○

12 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 須 藤 正 明 すとう　まさあき 館林 ○

13 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 松 本 元 良 まつもと　もとよし 伊勢崎佐波 ○

14 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 野　村　洋四郎 のむら　ようしろう 高崎北 ○

15 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 川 崎 　 弘 かわさき　ひろし 前橋 欠

16 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 岡 田 繁 雄 おかだ　しげお 高崎中央 欠

17 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 瀬 下 信 行 せじも　のぶゆき 多野藤岡 欠

18 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 関 口 延 木 せきぐち　のぶき 高崎中央 欠

19 キャビネット幹事 ☆ Ｌ 吉 澤 和 男 よしざわ　かずお 前橋 ○

20 キャビネット会計 ☆ Ｌ 高 橋 照 代 たかはし　てるよ 前橋 ○

21 GMT コーディネーター ☆ Ｌ 桐 生 貴 央 きりゅう　たかお 前橋東 ○

22 GET コーディネーター ☆ Ｌ 齊 藤 真 吾 さいとう　しんご 前橋北 ○

23 GLT コーディネーター ☆ Ｌ 堀 越 正 和 ほりこし　まさかず 前橋 ○

24 GST コーディネーター ☆ Ｌ 小金澤　徹　記 こがねざわ　ゆきのり 渋川中央 ○

25 地区 LCIF コーディネーター ☆ Ｌ 村 上 　 悟 むらかみ　さとる 前橋中央 ○

26 WYPT コーディネーター ☆ Ｌ 木 村 祥 子 きむら　よしこ 伊勢崎絆 ○

27 第１Ｒ第１Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 正 田 幸 寿 しょうだ　ゆきひさ 笠懸 ○

28 第１Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 柳 　 啓 介 やなぎ　けいすけ 太田 ○

29 第１Ｒ第２Ｚ副ゾーン・チェアパーソン Ｌ 岩 崎 武 則 いわさき　たけのり 太田 ○

30 第２Ｒ第１Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 原 澤 　 武 はらさわ　たけし 沼田利根 ○

31 第２Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 阿 部 貞 人 あべ　さだと 高崎 ○

32 第３Ｒ第１Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 赤 見 浩 数 あかみ　ひろかず 高崎和田 ○

33 第３Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 志 村 克 巳 しむら　かつみ 高崎城 ○

34 第４Ｒ第１Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 千 吉 良 　 功 ちぎら　いさお 前橋中央 ○

35 第４Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 齋 藤 道 明 さいとう　みちあき 伊勢崎佐波 ○

36 年次大会実行委員長 ☆ Ｌ 新 井 久 道 あらい　ひさみち 前橋 ○

37 年次大会実行副委員長 Ｌ 萩 原 　 修 はぎわら　おさむ 前橋 ○

38 年次大会実行副委員長 Ｌ 小 林 陽 一 こばやし　よういち 太田中央 ○

39 地区監査委員 Ｌ 番 場 義 男 ばんば　よしお 前橋 ○

40 地区監査委員 Ｌ 西 村 　 昇 にしむら　のぼる 富岡 ○

41 会員会則委員長 ☆ Ｌ 尾 高 一 秀 おだか　かずひで 前橋中央 ○

42 会員会則副委員長 Ｌ 小久保　兼　佑 こくぼ　けんすけ 桐生中央 ○

43 Marketing・Communication・IT・PR 委員長 ☆ Ｌ 太 田 吉 昭 おおた　よしあき 前橋中央 ○

44 LCIF 委員長 ☆ Ｌ 薊 　 　 仁 あざみ　ひとし 伊勢崎佐波 ○

45 LCIF 副委員長 Ｌ 長 野 敏 明 ながの　としあき 太田中央 ○

46 会員拡大・エクステンション委員長 ☆ Ｌ 近 藤 大 貴 こんどう　だいき 前橋敷島南 ○

47 会員拡大・エクステンション副委員長 Ｌ 佐 原 雅 彦 さはら　まさひこ 高崎 City ○

2026─2027　第１回キャビネット会議
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役　　職　　名 決議 敬称 氏　名 ふりがな 所　属 出欠

48 会員拡大・エクステンション副委員長 Ｌ 村 上 　 悟 むらかみ　さとる 前橋中央 ○

49 会員拡大・エクステンション副委員長 Ｌ 荒 井 彦 幸 あらい　ひこゆき 館林 ○

50 GMA リジョン担当委員（第１Ｒ担当） Ｌ 高 野 憲 樹 たかの　けんじ 太田中央 ○

51 GMA リジョン担当委員（第２Ｒ担当） Ｌ 木 藤 博 幸 きふじ　ひろゆき 高崎三山 ○

52 GMA リジョン担当委員（第３Ｒ担当） Ｌ 草 野 善 晴 くさの　よしはる 高崎北 ○

53 GMA リジョン担当委員（第４Ｒ担当） Ｌ 萩 原 　 修 はぎわら　おさむ 前橋 ○

54 献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員長 ☆ Ｌ 峯 岸 　 豊 みねぎし　ゆたか 玉村町 ○

55 献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力副委員長 Ｌ 酒 井 　 剛 さかい　つよし 吉井 ○

56 献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力副委員長 Ｌ 田 島 慎 之 たじま　のりゆき 太田西 ○

57 環境保全・社会福祉・アラート委員長 ☆ Ｌ 黒 澤 浩 一 くろさわ　こういち 前橋敷島南 ○

58 環境保全・社会福祉・アラート副委員長 Ｌ 木 藤 博 幸 きふじ　ひろゆき 高崎三山 ○

59 次世代リーダーシップ委員長 ☆ Ｌ 金 井 暁 生 かない　あきお 前橋北 ○

60 次世代リーダーシップ副委員長 Ｌ 古 山 善 英 ふるやま　よしひで 吉井 ○

61 次世代リーダーシップ副委員長 Ｌ 矢 野 慎 次 やの　しんじ 高崎 City ○

62 国際大会委員長 ☆ Ｌ 岩 村 敏 明 いわむら　としあき 前橋東 ○

63 国際大会副委員長 Ｌ 大 谷 幸 良 おおたに　ゆきよし 太田 ○

64 レオ育成委員長 ☆ Ｌ 小 暮 啓 仁 こぐれ　たかひと 桐生中央 ○

65 レオ育成副委員長 Ｌ 堀 越 正 和 ほりこし　まさかず 前橋 ○

66 レオ育成副委員長 Ｌ 岩 本 　 仁 いわもと　まこと 大間々 ○

67 YCE 委員長 ☆ Ｌ 折 茂 紀 彦 おりも　としひこ 前橋 ○

68 YCE 副委員長 Ｌ 下 山 和 男 しもやま　かずお 太田 ○

69 YCE リジョン担当委員（第１Ｒ担当） Ｌ 谷田部　博　義 やたべ　ひろよし 館林 欠

70 YCE リジョン担当委員（第２Ｒ担当） Ｌ 高 野 光 泰 たかの　みつひろ 高崎東 ○

71 YCE リジョン担当委員（第３Ｒ担当） Ｌ 渡 辺 龍 道 わたなべ　りゅうどう 吉井 ○

72 YCE リジョン担当委員（第４Ｒ担当） Ｌ 丸 尾 良 美 まるお　よしみ 前橋 欠

73 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長 ☆ Ｌ 市 村 均 光 いちむら　ただみつ 前橋 ○

74 ライオンズクエスト・薬物乱用防止副委員長 Ｌ 尾 崎 　 裕 おざき　ゆう 太田西 ○

75 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第１Ｒ担当） Ｌ 髙草木　好　宏 たかくさぎ　よしひろ 桐生西 ○

76 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第２Ｒ担当） Ｌ 井 上 耕 市 いのうえ　こういち 渋川中央 ○

77 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第３Ｒ担当） Ｌ 丸 茂 　 豊 まるも　ゆたか 多野藤岡 ○

78 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第４Ｒ担当） Ｌ 槻 岡 将 英 つきおか　まさひで 前橋敷島南 ○

79 キャビネット副幹事（第１Ｒ担当） Ｌ 高 野 憲 樹 たかの　けんじ 太田中央 ○

80 キャビネット副幹事（第２Ｒ担当） Ｌ 木 藤 博 幸 きふじ　ひろゆき 高崎三山 ○

81 キャビネット副幹事（第３Ｒ担当） Ｌ 草 野 善 晴 くさの　よしはる 高崎北 ○

82 キャビネット副幹事（第４Ｒ担当） Ｌ 萩 原 　 修 はぎわら　おさむ 前橋 ○

83 キャビネット副会計 Ｌ 濱 田 博 文 はまだ　ひろふみ 太田中央 ○

84 前キャビネット幹事 Ｌ 平 野 善 久 ひらの　よしひさ 富岡 ○

85 前キャビネット会計 Ｌ 西 村 　 昇 にしむら　のぼる 富岡 ○

31 78（69）
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キキャャビビネネッットト会会議議及及びび付付属属会会議議  議議事事基基準準  
（2026～2027 年度） 

1．キャビネット会議は、複合地区会則１４条並びに１６条に基づいて開催され、その構成メ

ンバーは複合地区会則地区１７条記載の地区ガバナー、前地区ガバナー、第一・第二副地

区ガバナー、地区名誉顧問会議長、キャビネット幹事、キャビネット会計、地区ＧＭＴ・

ＧＥＴ・ＧＬＴ・ＧＳＴ・ＬＣＩＦ・ＷＹＰＴの各コーディネーター、ゾーン・チェアパ

ーソン、及び地区委員長とする。 

（1）複合地区会則１６条３ 

     地区ガバナーは、キャビネット会議を主宰する。定例会議は年 4 回とし、その他必要

に応じて開くことができる。これらの会議で地区ガバナー、前地区ガバナー、第一副

地区ガバナー、第二副地区ガバナー、地区名誉顧問会議長、キャビネット幹事、キャ

ビネット会計、ゾーン・チェアパーソンおよび地区委員長に投票権が与えられる。 

     また、ＧＡＴコーディネーターおよび地区ＬＣＩＦコーディネーターに、投票権が与

えられる。 

（2）複合地区会則１６条６ 

   キャビネット会議の出席者は地区ガバナーが決定する。 

（3）複合地区会則１５条７ 

     地区ガバナーは、キャビネット構成員以外の者を必要に応じで会議に召集し、諮問す

ることができる。 

 

2．キャビネット会議の目的は、国際協会の定めるところによって、地区ガバナーの指導運営

方針の徹底とこれに対する理解と協力を求めることにある。 

 

3．キャビネット会議は年４回開催する。 

第１回 2026年 ７月２７日（月）  会場：群馬ロイヤルホテル    （前橋市） 

第２回  2026 年１０月２０日（火）  会場：前橋商工会議所会館    （前橋市） 

第３回  2027 年 ２月１５日（月）  会場：前橋商工会議所会館    （前橋市） 

第４回  2027 年 ６月  日（ ）  会場：鈴木信昭Ｌ．と相談    （   ） 

4．キャビネット会議に付属して開催される各種会議で採択された議案は、ゾーン・チェアパ

ーソン会議を経て、キャビネット会議に上程されるものとする。 

5．前項の付属会議の期日に開催されるときも、必要に応じ採択議案は、近く開催されるキャ

ビネット会議へゾーン・チェアパーソンを経由して上程されるものとする。 

 

6．ゾーン・チェアパーソン会議の議長は地区ガバナーがあたり、各委員会会議の議長は、直

キャビネット会議及び付属会議　議事基準
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属委員長がこれにあたる。 

 

7．ゾーン・チェアパーソン会議は主に議案整備のために予備会議とし、キャビネット会議上

程議案としての採否の決定は、議長が行う。各コーディネーターはオブザーバーとして出

席する。 

8．キャビネット会議の議長及びゾーン・チェアパーソン会議の議長は地区ガバナーがあたり、

キャビネット幹事、キャビネット会計（又は副幹事、副会計）はこれを補佐し、地区ガバ

ナーの指示によって所管事項説明を行う。 

9． 副幹事、副会計はキャビネット内局席から、各委員等はオブザーバー席から各々、地区ガ

バナーの要請に応じて各種報告又は提出議案の説明を行う。 

 

キャビネット会議の議案の上程審議は別に定める順序によって行い、議決は会議参加者の

意見の大勢を判断して地区ガバナーの裁定をもってする。 

 

キャビネット会議は地区ガバナーの召集するものによって開かれ、代理出席は認めないが、

欠席者の文章による提案を認める。 

 

別の定めのない限り、キャビネット会議及び付属会議の運営は、ライオンズ各種会議議事

習慣に倣うものとする｡ 

 

※※ 議事基準の１．につきまして、2023-2024ライオンズ必携第 61版に基づき、条文の変更を

致しました。 

10. 

11. 

12. 
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ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区 

地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー推薦委員会規則  
  

この内規は３３３－Ｄ地区にとって最重要案件である次期第一・第二副地区ガバナーの選出が、地区

内の融和と協調の上にたって、ふさわしい人材を求め、公明正大な選出を行い、地区の健全な発展を期

するために「標記推薦委員会」の設置を次の条文で定める。 

第１条 名  称 

   本委員会の名称は「ガバナー推薦委員会」（以下、推薦委員会）とする。 

第２条 推薦委員会の目的 

本委員会は各候補者を地区年次大会選挙において信任投票になるように努力することを

目的とする。 

第３条 推薦委員会の設置 

（１） 地区ガバナーは推薦委員会の委員を指名する。その者が委員となり、地区ガバナー
が委員長を務め、ゾーン・チェアパーソンから副委員長１名を互選する。 

 名誉顧問・元地区ガバナー・ゾーン・チェアパーソン  

なお、必要に応じて元リジョン・チェアパーソンまたはゾーン・チェアパーソン経

験者より、若干名を選任することもある。 

（２） 委員から第二副地区ガバナー候補者が出た場合は、推薦委員会構成員を辞退する。 
（３） 推薦委員会は、各リジョンから推薦を受けた候補者の数が、１人の場合はその候補

者を、複数人の場合は諸般の事情を的確に判断して調整を図り、１名の候補者を決

定する。その期限は１１月末日とする。 

（４） 第二副地区ガバナーが半期以上を務めた場合は、第一副地区ガバナーの推薦を優先
する。 

但し、地区年次大会において、国際付則第９条第６項(b)に従って、出席して投票

した代議員の過半数の賛成投票を得なければならない。 

第４条 推薦委員会の手順 

（１） 地区ガバナーは別途９月末までに地区内有資格者調査と確認を行う。 

（２） 委員会は９月１日に立候補届先、受付開始日及び締切日を通知する。 

  届 出 先  キャビネット事務局 

  届出開始日  １０月１日  （土日の場合はその直後の平日とする） 

  届出締切日  １０月３１日 （土日の場合はその直後の平日とする） 

（３） 委員会は１月末日までに立候補者の選考を終了し、第３回キャビネット会議で承認
を受け、その日より指名選挙管理委員会に付託する。 

第５条 各立候補者資格審査基準 

（１） ３３３－Ｄ地区ガバナー、第一副地区ガバナー、第二副地区ガバナー各推薦規則に
よる。 

（２） 国際会則・付則に基づき、第二副地区ガバナー就任時点で下記の条件を満たしてい

ライオンズクラブ国際協会333─Ｄ地区

地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー推薦委員会規則
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ること。 

(a) クラブ会長として全期または任期の過半を、そして理事会構成員として更に２ 

年以上務め、かつ 

(b）ゾーン・チェアパーソン、リジョン・チェアパーソン、地区ＧＥＴ・ＧＬＴ・

ＧＭＴ・ＧＳＴコー ディネーター、地区ＬＣＩＦコーディネーター、キャビ
ネット幹事、キャビネット会計のいずれかの役職者として、全期または任期の

過半を務めた者でなければならない。 
(C) 上記のいずれの役職も、同時に達成させることはできない。 

（３） 所定の書式による立候補届並びに推薦状、所信文の提出があること。 

（４） ライオンズクラブについて習熟し、人格円満にして、優れたリーダーシップの持ち
主であること。 

（５） 所属クラブは元より、ゾーン、リジョンにおいて大きな信頼を得ていること、地区
における過去の業績・貢献度を勘案すること。 

第６条 立候補者届出 

    立候補者は１０月末日までに、所定の立候補届並びに推薦状に所信文を添えて、本人ま

たは所属クラブが地区ガバナーへ届け出ること。（届け先はキャビネット事務局） 

第７条 立候補者の調整、各日程の変更 

    立候補届出者が無い場合、委員会は慎重審議の上、有資格者から候補者を推薦する。立

候補者が複数になった場合も、第５条に合わせて、信任投票となるよう努力する。 

    なお、審議にあたって期日の変更が必要な場合は条文に掲げた日程等変更する事が出来

る。 

第８条 地区年次大会への議案提出 

    推薦委員会は推薦した候補者を委員会推薦候補者として公表し、地区ガバナーはこの答

申を尊重し、キャビネット会議の決議を経て国際会則国際付則及び複合地区会則の定め

るところにより、「候補者」の推薦を準地区の年次大会に提出議案として提出する。 

第９条 空席補充 

 現職の地区ガバナー、第一、第二副地区ガバナー、または本規則により推薦された候補

者が欠けたときは、国際会則付則及び複合地区会則に基づき、空席補充の手続きを行う。 

第１０条 本規則の改廃 

     本規則は地区キャビネットの決議、２／３以上の賛成で改廃できる。 

（付則） 

2005年 4月 23日制定、2005年 7月 1日より施行。 

2008年 4月 27日一部改正、2008年 7月 1日より施行。 

2012年 4月 8日、第 58回年次大会議決を経て一部改正、2012年 4月 9日施行する。 

2015年 6月 15日、第４回キャビネット会議にてリジョン・チェアパーソンの文言を一部、ゾーン・

チェアパーソンに変更。 

2024年 6月 25日 第５条(2)(b)を改定。国際会則及び付則第 9条第 6項(C)(3)(b)に準ずる。 
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ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区  

第二副地区ガバナー立候補者推薦規則 

  
ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区は、第二副地区ガバナー候補者の推薦に関して、以下の事

項を、３３３－Ｄ地区第二副地区ガバナー推薦規則として次の条文を定める。 

第１条 目的 

「地区ガバナー」はまさに地区の代表者であり、ライオニズムを体現し、国際プログラム推進に

リーダーシップを発揮し、地区の運営を繁栄に導き、他地区のガバナーと友好を深め、時に議論

して、複合地区ガバナー協議会の運営にもあたるという、誰よりも大きな重責を担っている。  

本規則に記される事項は国際協会国際付則にあるように、第二副地区ガバナーが次期の第

一副地区ガバナー就任を経て、次々期における地区ガバナーへの立候補者資格を付与すること

を前提としている重要性を鑑み、当地区第二副地区ガバナー候補者にふさわしい人材を求め、

公正かつ民主的、しかも会員にわかりやすい推薦資格及び方法を定めることを目的とする。 

なお、この申し合わせ事項は、自らの意思により第二副地区ガバナーに立候補しようとする者

をいささかも拘束するものではない。 

第２条 推薦の基準 

（１）  最近のライオンズに関する知識を習得し、円満な人格とリーダーの資質を備え、健康な者

であること。 

（２）  国際協会国際付則第９条第６項（ｃ）の第二副地区ガバナーに立候補できる資格を持つ

会員であること。 

（３）  国際協会国際付則第１０条第２項（ｃ）の第二副地区ガバナーの任務を遂行できる者でる

こと。 

（４）  次年度において第一副地区ガバナーに、次々年度において地区ガバナーに立候補する

重責を理解し、それにふさわしい人物であること。 

第３条 立候補の手続き 

１．  立候補者届の提出  

第二副地区ガバナー候補者の推薦を受け、かつ推薦を受諾する者は本規則にもとづいて

第二副地区ガバナー立候補者届出書を、推薦手続規則の期日である１０月３１日までに

キャビネット事務局へ提出する。 

２．  ガバナー推薦委員会及びキャビネット会議への付議  

地区ガバナーは、前項の立候補届の提出を受けた場合は、仮受付をし、第３回キャビネッ

ト会議までに「ガバナー推薦委員会」を開催し、資格審査の上、正式に受理する手続きを

採るものとする。 

ライオンズクラブ国際協会333─Ｄ地区

第二副地区ガバナー立候補者推薦規則
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第４条 地区年次大会への選出 

地区ガバナーは推薦委員会の答申を尊重し、キャビネット会議の決議を経て国際会則及び 

複合地区会則の定めるところにより、「候補者」の推薦を準地区の年次大会に提案する。 

第５条 推薦等の有効期限と特例 

推薦及び推薦にかかるすべての申し合わせの効力は、当該年度の終了をもって消滅する。 

第６条 期限と特例 

地区ガバナーは諸般の状況により、第３条の期限の定めを変更することができる。 

第７条 正会員の権利の保障 

本規則は、国際会則及び複合地区会則に定める正会員の権利を排除するものではない。 

 

（付則） 

２００５年４月２３日制定、２００５年７月１日より施行 

２００８年４月２７日一部改正、２００８年７月１日より施行 

２０１２年４月８日開催第５８回年次大会決議を経て、同年４月９日より施行 

２０１５年６月１５日、第４回キャビネット会議にて、の文言を一部変更 

２０２０年２月３日 第２条（１）項目の文言を一部変更  

２０２０年２月３日 第３条 推薦の手順 の項目を削除する 
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地区ガバナー L.　荻 野 匡 司　 

キャビネット幹事 L.　平 野 善 久　

１．クラブ数及び会員数

2025年７月１日期首 2026年６月30日現在 クラブ増減

クラブ数 42 42 結成� １
増減� ０

　クラブ支部数 ７ ９ 解散� １

総会員数 1,555 1,560 総会員増減

女性会員 369 368
入会� 155

増減� ５
支部会員 57 78

特典会員
家族会員 271 246 退会� 150

※転入/転出を含む学生会員 ０ 21

レオクラブ数 １ １ 2026年６月30日現在　レオ会員数� 24

２．クラブ EXT について（2025.７.１～2026.６.30）

種別 新規結成数 クラブ名 結成日 チャーター/結成時会員数

ク ラ ブ １ 高崎経済大学 YCE キャンパス

2026年２月27日 チャーターメンバー数：21

年　月　日 チャーターメンバー数：０

年　月　日 チャーターメンバー数：０

支 部 ３

国定 HaloHalo 2025年８月８日 結成時会員数：22

前橋 アンサンブル プリモ 2025年11月12日 結成時会員数：５

下仁田 2026年４月３日 結成時会員数：８

レ オ ０ 年　月　日 結成時会員数：０

３．奉仕活動について（2025.7.1～2026.6.30）

項　　目 人数・件数 金額または時間等 金額のドル換算 １人当たり換算

金銭アクティビティ 657件 47,712,430円 313,260.86㌦ 30,585円

労力アクティビティ 603件 18,082.0時間 ─ 11.6時間

献血アクティビティ 7,076名 2,012,600.0㏄ ─ 1,290㏄

献眼者 15名 ─ ─ ─

献眼登録者 784名 ─ ─ ─

MJF（$1,000） 130件 19,583,597円 130,086.67㌦ 12,554円

分割 MJF（キャンペーン100含む） 569件 4,451,863円 29,017.23㌦ 2,854円

その他のLCIF献金（CAB含む） 28クラブ＋ CAB 1,615,569円 10,387.84㌦ 1,036円

４．YCE 生について（2025.7.1～2026.6.30、６月30日現在予定を含む）

時期 事業主体 派遣生 来日生 受入家庭

2025年　夏期（実績） 複合地区 ０名 １名 ３家庭

2026年　夏期（予定） 複合地区 １名 ２名 ４家庭

地区単独 ０名 ０名 ０家庭

2026年６月30日現在

【333─Ｄ地区現況報告】
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５．キャビネット会議について

項　　目 日　程 参加人数 会　　場

第１回キャビネット会議 2025年７月28日 70名 マリエールウィル高崎

第２回キャビネット会議 2025年10月21日 61名 ホテルアミューズ富岡

第３回キャビネット会議 2026年２月16日 58名 マリエールウィル高崎

第４回キャビネット会議 2026年６月12日 76名 群馬ロイヤルホテル　

６．第72回年次大会について

大会テーマ 「明るく・仲良く・楽しく・元気に！」

大会（代議員総会・式典） 2026年４月25日 会 場 かぶら文化ホール

後夜祭 2026年４月25日 会 場 官営富岡製糸場　西置繭倉庫

７．PR・広報（地区ニュース）について（2025.７.１～2026.６.30、６月30日現在予定を含む）

発行回数 発行部数 サイズ / 頁数 配布対象や主な内容

０回 / 年 ０部 / 回

Web を使った PR・広報 HP・Facebook・メール配信・その他

８．その他の活動報告等

⑴　Lion Portal クラブ指導員育成研修会

　　・開催日：2025年８月５日（火）

　　・会　場：高崎市総合福祉センター

　　・参加者：46名

⑵　第１回クラブ会長会

　　・開催日：2025年８月19日（火）

　　・会　場：ホテルメトロポリタン高崎

　　・参加者：59名

⑶　公認ガイディング・ライオン養成講座

　　・開催日：2025年８月27日（水）

　　・会　場：高崎市総合福祉センター

　　・参加者：31名

⑷　LCIF セミナー

　　・開催日：2025年９月29日（月）

　　・会　場：高崎市総合福祉センター

　　・参加者：50名

⑸　薬物乱用防止教育認定講師養成講座

　　・開催日：2025年９月30日（火）

　　・会　場：群馬県青少年会館

　　・参加者：24名

⑹　第２回クラブ会長会

　　・開催日：2025年11月10日（月）

　　・会　場：マリエールウィル高崎

　　・参加者：55名

⑺　�Lion Portalクラブ指導員育成研修会（実用編）

　　・開催日：2025年11月14日（金）

　　・会　場：高崎市総合福祉センター

　　・受講者：46名

⑻　薬物乱用防止教室認定講師実践講座

　　・開催日：2025年12月２日（火）

　　・会　場：群馬県青少年会館

　　・受講者：15名

⑼　次世代リーダーシップセミナー

　　・開催日：2025年12月９日（火）

　　・会　場：エテルナ高崎

　　・参加者：46名

⑽　ライオンズクエスト・ワークショップ

　　・開催日：2025年12月26日（金）

　　・会　場：群馬県青少年会館

　　・受講者：教諭11名　会員４名

⑾　献眼・献血セミナー

　　・開催日：2026年１月26日（月）

　　・会　場：�日本トーターグリーンドーム前

橋

　　・参加者：73名

⑿　新会員オリエンテーション

　　・開催日：2026年２月７日（土）

　　・会　場：ホテルメトロポリタン高崎

　　・参加者：64名
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2026年６月度　期首からの会員動静
（抽出期間：2025年７月～2026年６月度）

2025年7月～2026年６月 入　　会 退　　会

Ｒ Ｚ クラブ名 期首 転入 再入 新入 転出 死亡 退会 6月末 増減

１

１

大間々 51 0 0 0 0 1 5 45 －6

桐生中央 27 2 0 1 0 0 4 26 －1

笠懸 60 0 0 1 0 2 2 57 －3

桐生西 23 0 0 0 0 0 6 17 －6

藪塚 19 0 0 0 0 0 1 18 －1

Ｚ　小　計 180 2 0 2 0 3 18 163 －17

２

太田 60 0 1 1 0 0 4 58 －2

館林 25 0 0 4 0 0 0 29 4

太田中央 44 0 0 2 0 0 3 43 －1

館林中央 11 0 0 0 0 0 11 0 －11

太田西 40 0 0 2 0 0 4 38 －2

Ｚ　小　計 180 0 1 9 0 0 22 168 －12

Ｒ　合　計 360 2 1 11 0 3 40 331 －29

２

１

嬬恋 20 0 0 2 0 1 1 20 0

沼田利根 45 0 0 2 0 0 7 40 －5

吾妻 38 0 0 2 0 0 0 40 2

高崎三山 42 0 0 3 0 0 5 40 －2

みなかみ 25 0 0 0 0 0 1 24 －1

高崎東 33 0 0 1 0 0 1 33 0

Ｚ　小　計 203 0 0 10 0 1 15 197 －6

２

高崎 106 0 0 5 0 2 5 104 －2

渋川 48 0 0 2 0 1 2 47 －1

渋川中央 33 0 0 0 0 0 2 31 －2

高崎パール 9 0 0 0 0 0 1 8 －1

Ｚ　小　計 196 0 0 7 0 3 10 190 －6

Ｒ　合　計 399 0 0 17 0 4 25 387 －12

３

１

多野藤岡 21 0 0 0 0 0 2 19 －2

高崎和田 37 0 0 2 0 1 3 35 －2

高崎北 54 0 0 4 0 2 3 53 －1

玉村町 45 0 0 7 0 0 7 45 0

高崎柳川 12 0 0 4 0 0 2 14 2

Ｚ　小　計 169 0 0 17 0 3 17 166 －3

２

高崎中央 68 0 0 5 0 0 5 68 0

富岡 61 0 0 14 0 0 8 67 6

碓氷安中 38 0 0 5 0 0 0 43 5

吉井 12 0 0 2 0 0 0 14 2

高崎城 26 0 0 0 0 0 1 25 －1

高崎 City 11 0 0 0 0 0 2 9 －2

Ｚ　小　計 216 0 0 26 0 0 16 226 10

Ｒ　合　計 385 0 0 43 0 3 33 392 7

４

１

前橋 73 0 0 11 0 0 12 72 －1

前橋中央 105 1 0 8 0 0 6 108 3

前橋東 25 1 0 4 0 0 3 27 2

前橋敷島南 20 0 0 2 0 0 3 19 －1

前橋北 25 0 0 3 0 0 2 26 1

高崎経済大学 YCE キャンパス 0 0 0 21 0 0 0 21 21

Ｚ　小　計 248 2 0 49 0 0 26 273 25

２

伊勢崎 15 0 0 2 0 1 0 16 1

伊勢崎中央 17 0 0 0 0 0 1 16 －1

境 28 0 0 1 0 1 1 27 －1

国定 20 0 0 25 0 0 7 38 18

伊勢崎佐波 41 0 0 0 0 0 3 38 －3

伊勢崎絆 42 0 0 2 0 0 2 42 0

Ｚ　小　計 163 0 0 30 0 2 14 177 14

Ｒ　合　計 411 2 0 79 0 2 40 450 39

地　区　合　計 1,555 4 1 150 0 12 138 1,560 5
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2026年６月度　アクティビティ集計
（抽出期間：2025年７月～2026年６月度）

Ｒ Ｚ クラブ名
６月末
会員数

金銭 ACT 労力 ACT 献血

件数 金額
一人当
り金額

件数 人×時
一人当
り時間

件数 量㏄

１

１

大間々 45 11 1,002,110 22,269 16 317 7 3 44,000

桐生中央 26 22 1,131,597 43,523 11 216 8.3 2 62,400

笠懸 57 13 1,179,709 20,696 6 40 0.7 2 36,800

桐生西 17 29 957,043 56,296 22 372.5 21.9 8 193,400

藪塚 18 25 943,605 52,422 21 270 15 3 78,800

Ｚ　小　計 163 100 5,214,064 31,988 76 1215.5 7.5 18 415,400

２

太田 58 13 2,465,034 42,500 8 1110 19.1 0 0

館林 29 26 814,261 28,078 11 214 7.4 8 128,800

太田中央 43 17 2,797,132 65,049 14 563 13.1 5 130,800

館林中央 0 2 310,956 0 4 58.5 0 1 18,800

太田西 38 13 897,429 23,616 11 774 20.4 1 93,600

Ｚ　小　計 168 71 7,284,812 43,362 48 2719.5 16.2 15 372,000

Ｒ　合　計 331 171 12,498,876 37,761 124 3935 11.9 33 787,400

２

１

嬬恋 20 2 236,036 11,801 4 13 0.7 3 57,600

沼田利根 40 16 838,899 20,972 13 704 17.6 4 96,800

吾妻 40 19 788,932 19,723 12 495 12.4 0 0

高崎三山 40 17 1,462,079 36,552 10 440.5 11 2 25,400

みなかみ 24 17 339,912 14,163 11 153 6.4 3 63,000

高崎東 33 6 497,563 15,077 8 182.5 5.5 2 17,000

Ｚ　小　計 197 77 4,163,421 21,134 58 1988 10.1 14 259,800

２

高崎 104 33 1,992,871 19,162 40 501.5 4.8 6 262,000

渋川 47 47 2,072,421 44,094 54 1486 31.6 4 75,200

渋川中央 31 22 735,565 23,727 20 148 4.8 1 6,600

高崎パール 8 21 433,386 54,173 9 182 22.8 2 61,200

Ｚ　小　計 190 123 5,234,243 27,549 123 2317.5 12.2 13 405,000

Ｒ　合　計 387 200 9,397,664 24,283 181 4305.5 11.1 27 664,800

３

１

多野藤岡 19 4 60,356 3,176 2 22 1.2 0 0

高崎和田 35 22 1,125,281 32,150 14 264 7.5 3 22,600

高崎北 53 12 1,977,738 37,315 33 1317 24.8 1 21,600

玉村町 45 5 394,195 8,759 20 72 1.6 1 27,200

高崎柳川 14 8 223,884 15,991 10 84 6 1 29,000

Ｚ　小　計 166 51 3,781,454 22,780 79 1759 10.6 6 100,400

２

高崎中央 68 25 1,533,127 22,546 19 764 11.2 4 50,400

富岡 67 36 3,120,881 46,580 26 2687 40.1 1 27,000

碓氷安中 43 19 1,440,557 33,501 18 753 17.5 3 30,800

吉井 14 4 225,266 16,090 11 233 16.6 2 19,400

高崎城 25 20 726,963 29,078 13 369 14.8 4 33,600

高崎 City 9 4 341,392 37,932 8 52 5.8 2 22,800

Ｚ　小　計 226 108 7,388,186 32,691 95 4858 21.5 16 184,000

Ｒ　合　計 392 159 11,169,640 28,494 174 6617 16.9 22 284,400

４

１

前橋 72 16 2,105,527 29,243 22 384.5 5.3 2 12,600

前橋中央 108 29 6,444,591 59,672 24 1239 11.5 4 52,400

前橋東 27 14 1,117,250 41,379 12 43 1.6 2 1,600

前橋敷島南 19 2 299,301 15,752 22 212 11.2 0 0

前橋北 26 17 777,216 29,892 10 61 2.3 3 5,000

高崎経済大学 YCE キャンパス 21 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｚ　小　計 273 78 10,743,885 39,355 90 1939.5 7.1 11 71,600

２

伊勢崎 16 6 443,664 27,729 3 152 9.5 1 0

伊勢崎中央 16 6 242,780 15,173 4 123 7.7 1 22,000

境 27 9 523,012 19,370 8 342 12.7 1 4,000

国定 38 7 1,059,159 27,872 2 13 0.3 1 22,800

伊勢崎佐波 38 11 760,447 20,011 4 215 5.7 2 19,200

伊勢崎絆 42 9 701,191 16,695 13 440 10.5 3 136,400

Ｚ　小　計 177 48 3,730,253 21,075 34 1285 7.3 9 204,400

Ｒ　合　計 450 126 14,474,138 32,165 124 3224.5 7.2 20 276,000

地　区　合　計 1,560 656 47,540,318 30,475 603 18082 11.6 102 2,012,600
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2026年6月度　献眼・献血
（抽出期間：2025年７月～2026年６月度）

Ｒ Ｚ クラブ名

献　　　眼 献　　　　　血

月　　計 累　　計 月　　計 累　　計 採血量

会員 一般
提供
者数

会員 一般
提供
者数

会　員 一　般 会　員 一　般
月計 累計

200㏄ 400㏄ 成分 200㏄ 400㏄ 成分 200㏄ 400㏄ 成分 200㏄ 400㏄ 成分

１

１

大間々 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 12 99 0 0 44,000

桐生中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 6 147 0 0 62,400

笠懸 0 0 0 0 81 2 0 0 0 0 0 0 0 4 0 10 83 0 0 36,800

桐生西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 0 0 5 0 273 342 0 16,800 193,400

藪塚 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 63 0 0 7 0 0 190 0 26,400 788,00

Ｚ　小　計 0 0 0 0 81 2 0 3 0 0 105 0 4 25 0 301 861 0 43,200 415,400

２

太田 0 0 0 0 47 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

館林 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 142 242 0 0 128,800

太田中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 108 273 216 0 130,800

館林中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 0 0 18,800

太田西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 232 267 0 93,600

Ｚ　小　計 0 0 0 0 47 3 0 0 0 0 0 0 0 9 0 254 794 483 0 372,000

Ｒ　合　計 0 0 0 0 128 5 0 3 0 0 105 0 4 34 0 555 1,655 483 43,200 787,400

２

１

嬬恋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 39 0 7 101 0 0 57,600

沼田利根 0 0 0 11 83 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 232 0 0 96,800

吾妻 0 0 0 1 88 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高崎三山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 2 1 52 68 0 25,400

みなかみ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 57 125 0 0 63,000

高崎東 0 0 0 0 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 42 71 0 17,000

Ｚ　小　計 0 0 0 12 221 2 0 0 0 0 0 0 1 54 2 86 552 139 0 259,800

２

高崎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 302 503 192 0 262,000

渋川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 26 170 0 0 75,200

渋川中央 0 0 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 15 0 0 6,600

高崎パール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 151 192 0 61,200

Ｚ　小　計 0 0 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 333 839 384 0 405,000

Ｒ　合　計 0 0 0 12 261 2 0 0 0 0 0 0 1 61 2 419 1,391 523 0 664,800

３

１

多野藤岡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高崎和田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 1 51 97 0 22,600

高崎北 0 0 0 1 48 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 51 0 0 21,600

玉村町 0 0 0 4 11 0 0 0 0 0 0 0 44 46 0 0 0 0 0 27,200

高崎柳川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 69 0 0 29,000

Ｚ　小　計 0 0 0 5 59 1 0 0 0 0 0 0 44 56 0 4 171 97 0 100,400

２

高崎中央 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 17 2 0 109 80 0 50,400

富岡 0 0 0 8 62 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 65 0 0 27,000

碓氷安中 0 0 0 0 83 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 77 0 0 30,800

吉井 0 0 0 4 20 0 0 0 0 0 0 0 0 23 0 1 25 0 0 19,400

高崎城 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 12 68 101 0 33,600

高崎 City 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 4 51 67 0 22,800

Ｚ　小　計 0 0 1 12 165 2 0 0 0 0 0 0 0 55 3 20 395 248 0 184,000

Ｒ　合　計 0 0 1 17 224 3 0 0 0 0 0 0 44 111 3 24 566 345 0 284,400

４

１

前橋 0 0 0 1 54 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 28 11 0 12,600

前橋中央 0 0 0 52 13 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 8 126 1 0 52,400

前橋東 0 0 1 0 8 2 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 1,600

前橋敷島南 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

前橋北 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 7 0 1 5 1 400 5,000

高崎経済大学 YCE キャンパス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ｚ　小　計 0 0 1 53 75 3 0 1 0 0 0 0 0 13 0 12 160 13 400 71,600

２

伊勢崎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 0 39 0 0

伊勢崎中央 0 0 0 5 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 55 0 22,000

境 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 13 0 4,000

国定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 54 0 0 22,800

伊勢崎佐波 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 47 0 0 19,200

伊勢崎絆 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0 324 0 0 136,400

Ｚ　小　計 0 0 0 7 7 2 0 0 0 0 0 0 0 21 39 0 490 107 0 204,400

Ｒ　合　計 0 0 1 60 82 5 0 1 0 0 0 0 0 34 39 12 650 120 400 276,000

総　合　計 0 0 2 89 695 15 0 4 0 0 105 0 49 240 44 1,010 4,262 1,471 43,600 2,012,600
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2026年6月度　LCIF 寄付
（抽出期間：2025年7月～2026年6月度）

Ｒ Ｚ クラブ名
６　　　月 合　　　計

MJF 献金 MJF 数 その他献金 MJF 献金 MJF 数 その他献金 LCIF 総合計

１

１

大間々 0 0 0 614,237 4 0 614,237

桐生中央 0 0 0 591,021 4 158,438 749,459

笠懸 0 0 0 743,535 5 40,000 783,535

桐生西 0 0 0 442,414 3 46,068 488,482

藪塚 0 0 0 156,388 1 292,374 448,762

Ｚ　小　計 0 0 0 2,547,595 17 536,880 3,084,475

２

太田 0 0 172,112 1,077,034 7 52,000 1,129,034

館林 0 0 0 153,560 1 83,492 237,052

太田中央 0 0 0 2,033,044 13 42,000 2,075,044

館林中央 0 0 0 288,888 2 0 288,888

太田西 0 0 0 307,447 2 129,383 436,830

Ｚ　小　計 0 0 172,112 3,859,973 25 306,875 4,166,848

Ｒ　合　計 0 0 172,112 6,407,568 42 843,755 7,251,323

２

１

嬬恋 0 0 0 156,547 1 79,489 236,036

沼田利根 0 0 0 307,120 2 103,329 410,449

吾妻 0 0 0 148,707 1 108,325 257,032

高崎三山 0 0 0 0 0 103,678 103,678

みなかみ 0 0 0 0 0 73,282 73,282

高崎東 0 0 0 307,448 2 46,119 353,567

Ｚ　小　計 0 0 0 919,822 6 514,222 1,434,044

２

高崎 0 0 0 144,444 1 266,217 410,661

渋川 0 0 0 313,094 2 29,875 342,969

渋川中央 0 0 0 448,436 3 99,354 547,790

高崎パール 0 0 0 0 0 45,085 45,085

Ｚ　小　計 0 0 0 905,974 6 440,531 1,346,505

Ｒ　合　計 0 0 0 1,825,796 12 954,753 2,780,549

３

１

多野藤岡 0 0 0 0 0 30,356 30,356

高崎和田 0 0 0 147,438 1 27,000 174,438

高崎北 0 0 0 1,526,913 10 30,010 1,556,923

玉村町 0 0 0 296,145 2 38,000 334,145

高崎柳川 0 0 0 0 0 121,884 121,884

Ｚ　小　計 0 0 0 1,970,496 13 247,250 2,217,746

２

高崎中央 0 0 112,840 298,004 2 165,840 463,844

富岡 0 0 1,594 1,936,584 13 232,536 2,169,120

碓氷安中 0 0 0 457,538 3 353,765 811,303

吉井 0 0 0 153,560 1 61,707 215,267

高崎城 0 0 56,420 0 0 82,420 82,420

高崎 City 0 0 0 289,444 2 26,356 315,800

Ｚ　小　計 0 0 170,854 3,135,130 21 922,624 4,057,754

Ｒ　合　計 0 0 170,854 5,105,626 34 1,169,874 6,275,500

４

１

前橋 0 0 0 870,927 6 733,121 1,604,048

前橋中央 0 0 0 2,836,807 19 1,212,229 4,049,036

前橋東 0 0 0 743,535 5 0 743,535

前橋敷島南 0 0 0 297,414 2 0 297,414

前橋北 0 0 0 296,145 2 39,356 335,501

高崎経済大学 YCE キャンパス 0 0 0 0 0 0 0

Ｚ　小　計 0 0 0 5,044,828 34 1,984,706 7,029,534

２ 伊勢崎 0 0 0 0 0 62,964 62,964

伊勢崎中央 0 0 0 149,368 1 42,712 192,080

境 0 0 0 156,547 1 247,185 403,732

国定 0 0 0 443,825 3 294,880 738,705

伊勢崎佐波 0 0 31,873 298,075 2 153,009 451,084

伊勢崎絆 0 0 0 153,560 1 141,491 295,051

Ｚ　小　計 0 0 31,873 1,201,375 8 942,241 2,143,616

Ｒ　合　計 0 0 31,873 6,246,203 42 2,926,947 9,173,150

地　区　合　計 0 0 374,839 19,585,193 130 5,895,329 25,480,522
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メルビン・ジョーンズ・フェロー（1,000ドル寄付）名簿

2025年７月～2026年６月の集計期間

Ｒ Ｚ クラブ名 MJF 名（　）内は回数 口数 Ｚ計 Ｒ計

１

１

大 間 々

岩 本 　 仁（２） １

17

42

金 子 計 子（２） １

西 田 陽 一（６） １

堀 江 吉 秀（３） １

桐 生 中 央

亀 山 恵 美（１） １

小久保　兼　佑（５） １

平 賀 友 則（４） １

諏 訪 邦 男（２） １

笠 懸

安 藏 則 夫（２） １

大日方　健　二（４） １

前 原 直 之（１） １

籾 山 順 二（７） １

新 井 和 幸（１） １

桐 生 西

亀 山 　 洋（１） １

福 田 勝 巳（19） １

吉 田 　 初（22） １

藪 塚 畑 中 正 人（１） １

２

太 田

小 林 英 夫（６） １

25

大 谷 幸 良（８） １

岡 田 昌 義（２） １

清 田 公 志（３） １

坂 本 正 堂（１） １

西 岡 正 人（１） １

星 野 勝 美（13） １

館 林 須 藤 正 明（12） １

太 田 中 央

梅 澤 孝 一（11） １

岡 村 達 哉（９） １

加 藤 　 剛（６） １

川 原 和 哉（10） １

栗 原 俊 幸（１） １

小 林 陽 一（７） １

佐々木　常　雄（14） １

鈴 木 信 昭（11） ２

高 野 憲 樹（３） １

長 野 敏 明（７） １

濱 田 博 文（８） １

吉 田 晃 行（５） １

館 林 中 央
井野口　　　光（16） １

桜 井 征 男（３） １

太 田 西
尾 崎 　 裕（１） １

長 山 　 博（４） １
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Ｒ Ｚ クラブ名 MJF 名（　）内は回数 口数 Ｚ計 Ｒ計

２

１

嬬 恋 大久保　　　守（２） １

６

12

沼 田 利 根
大 島 正 義（19） １

原 澤 　 武（６） １

吾 妻 町 田 　 護（５） １

高 崎 東
竹 内 昭 久（４） １

田 中 勝 司（23） １

２

高 崎 竹 下 浩 司（２） １

６

渋 川
小金澤　徹　記（２） １

関 口 　 豊（６） １

渋 川 中 央

島 田 嘉 高（２） １

茂 木 眞 吉（２） １

茂 木 一 郎（１） １

３

１

高 崎 和 田 川 端 恵 一（４） １

13

34

高 崎 北

菊 地 和 行（３） ３

土　屋　万智子（２） ２

草野善　　　晴（３） １

森下喜　　　和（７） １

蜂須賀　和　夫（３） ２

角 田 基 次（２） １

玉 村 町
峯 岸 　 豊（９） １

西　口　賢太郎（１） １

２

高 崎 中 央
植 原 　 宏（11） １

21

深 澤 和 彦（１） １

富 岡

岡 野 光 利（２） １

荻 野 孝 幸（１） １

荻 野 匡 司（９） ３

小井圡　　　潔（１） １

竹　内　冨美子（10） １

平 野 善 久（２） １

茂 木 　 進（１） １

西 村 　 昇（２） １

今 井 秀 典（２） １

金 井 康 行（３） １

影 森 茂 正（２） １

碓 氷 安 中

吉 村 宗 則（２） １

河 井 　 正（４） １

氷 見 国 雄（３） １

吉 井 酒 井 　 剛（１） １

高崎Ｃｉｔｙ
佐 原 雅 彦（１） １

矢 野 慎 次（２） １
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Ｒ Ｚ クラブ名 MJF 名（　）内は回数 口数 Ｚ計 Ｒ計

４

１

前 橋

高 橋 照 代（４） １

34

42

番 場 義 男（５） １

堀 越 正 和（５） １

丸 尾 良 美（１） １

綿 引 　 貴（７） １

庭 野 　 宏（２） １

前 橋 中 央

池 津 　 忠（17） １

坂 口 人 一（12） １

髙 山 弘 武（１） １

藤 川 清 幸（17） １

村 上 　 悟（５） ２

吉 田 裕 文（１） １

尾 高 一 秀（７） １

髙 山 克 美（１） １

小井土　享　治（４） １

木 暮 剋 彦（６） １

志 村 優 亘（８） １

登 坂 　 浩（１） １

中 沢 　 慎（２） １

深 津 良 光（２） １

藤 﨑 俊 男（３） １

伊 藤 忠 信（１） １

相 馬 勝 道（１） １

武 田 　 翔（１） １

前 橋 東

荒 井 広 史（１） １

岩 村 敏 明（６） １

小保方　廣　幸（９） １

桐 生 貴 央（４） １

後 藤 成 樹（２） １

前 橋 敷 島 南
櫻 井 和 也（１） １

槻 岡 将 英（２） １

前 橋 北
小　林　奈津子（１） １

齊 藤 真 吾（４） １

２

伊 勢 崎 中 央 吉 田 津 根 子（３） １

８

境 赤 石 光 　 　 政（２） １

国 定

荻 原 悦 　 　 子（１） １

京 口 　 　 　 誠（３） １

大 関 健 　 　 一（14） １

伊 勢 崎 佐 波 渡 辺 　 　 　 元（２） １

松 本 元 　 　 良（12） １

伊 勢 崎 絆 亀 山 洋 　 　 子（１） １

累　　計 130 130 130
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E 若林　純也

E 鈴木　光成

C 河井　哲弥

D 綿引　貴

A 山﨑　健吾

B 中山　光明

B 水沼　孝夫

E 川島　正行 D 清水　英徳 C 後藤　隆一

委　員　会　名　 地区

A　横山　弘文 B　大橋　孝生 C　森　英樹 D　鈴木　信昭

E　鈴木　孝昌

GET（新クラブ結成） C 藤原　宏髙
再
任

A　野村　輝雄 B　渡邉　勇人 C　山田　敬助 D　

E　富島　純一

GST（奉仕） C 北野　淳子
再
任

LCIF E 中嶋　正昭
再
任

ＷYPＴ（女性と若手会員拡大） E 古渡　孝枝
再
任

会会則則 E 椎名　健二
再
任  

ママーーケケテティィンンググ・・PPRR・・IITT B 福田　智恵
再
任

奉仕・環境保全 C 大瀧　勝明
再
任

アアララーートト B 前原　正義
新
任

ﾗﾗｲｲｵｵﾝﾝｽｽﾞ゙ｸｸｴｴｽｽﾄﾄ･･薬薬物物乱乱用用防防止止 A 鈴木　壽男
再
任

YYCCEE A 林　　隆行
新
任

レオ育成 D 福田　勝巳
再
任

国国際際大大会会 B 三枝　久夫
新
任

複合地区年次大会 E 齊藤　正行
新
任 (議長地区から)

A 高頭　八郎
再
任 D　大関　健一（再任） (議長地区以外から２名)

前管理委員長： B　塩田　秀樹 A　渡邉　政彦 B　石原　誉司

C　逆井　一男 D　吉澤　和男 E　永井　雄一

ﾗｲｵﾝ誌日本語版委員 C

国際理事候補者資格審査委員 B 後藤　一男（新任）

　(一社)日本ライオンズ監査委員 E 岡野　良男（新任）

(一社)日本ライオンズ監事 ※2026-2028は監査委員を出す年なので監事はいらない

廣瀬　直樹（新任）

関川　恵一
委
員
長

　複合地区監査委員

（日本ライオンズ理事）　ガバナー協議会相談役

D 荻野　匡司
新
任GMT（会員増強・会員維持）

C

　副コーディネーター　A 諸橋　優子（再任）　　　

再
任髙橋　順之

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　アドバイザー　C　松本　宰史（複合地区HP管理者）
　特別委員　C　高橋　昌男（再任）、千賀　喜通（再任）

　特別委員　C　石橋　伸彦（再任）、Ｄ　加賀美　圭介（再任）

　顧　問

　ガバナー協議会
　　　　　及び
　緊急援助資金委員会

副議長

副議長

　副コーディネーター　E 車田　一恵（新任）　　

元国際理事

複　合　委　員委員長/ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

（前議長）

ガ
バ
ナ
ー

協
議
会
構
成
員

　特別委員　A　佐藤　久栄（再任）、A　鈴木　卓矢（新任）

E

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

単
独
委
員

委
員
長
（（
太太
字字
は
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
委
員
会
委
員
兼
任

））

333複合地区役員　2026-2027年度フォーム

ｶﾞﾊﾞﾅｰ協議会事務局管理
新
任

GLT（指導力育成）

会　計

（GATファシリテーター、日本ライオンズ常務理事）議　長
緊急援助資金委員長

幹　事

会　計

　特別委員　C　杉本　潤哉（再任）

333複合地区役員　2026─2027年度フォーム
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ライオンズクラブ国際協会３３３－D地区 

2025－2026年度 
 

第 72回年次大会 
決議報告書 

 

 
 
 
 

 

 

2026年 ４ 月 25 日（土） 
於：かぶら文化ホール 
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ガバナー提出議案 
地区ガバナー Ｌ．荻野 匡司 

① 大会議事規則確認 

② 第７２回年次大会代議員総会提出議案第１号から第１１号について 

【第１号議案】   

２０２６－２０２７年度 地区ガバナー立候補者 

第４Ｒ第１Ｚ 前橋ライオンズクラブ Ｌ．綿引 貴（わたびき たかし） 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第２号議案】   

２０２６－２０２７年度 第一副地区ガバナー立候補者 

第１Ｒ第２Ｚ 太田中央ライオンズクラブ Ｌ．鈴木 信昭（すずき のぶあき） 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第３号議案】   

２０２６－２０２７年度 第二副地区ガバナー立候補者  

２月２日現在 立候補者なし 空席とする 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第４号議案】 

２０２６－２０２８年度国際理事候補者 

３３５－Ｃ地区 京都南ライオンズクラブ所属 Ｌ．松岡  勲 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第５号議案】 

２０２４－２０２５年度 地区費、地区大会費・各拠出金決算及び監査報告について承認をいただきたい。 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第６号議案】 

２０２５－２０２６年度上半期 地区費・地区大会費・各拠出金決算及び監査報告について承認をいただ

きたい。 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第７号議案】 

２０２６－２０２７年度地区諸会費・地区協力助成金を次の通りとする。 

① 地区会費は会員一人当たり月額８８０円とする。 

② 地区大会費は会員一人あたり月額１７０円とする。 

③ ライオンズＰＲ情報管理協力金として会員一人あたり年額４００円とする。 

④ 青少年育成基金（ＹＣＥ・レオ・薬物乱用防止）として会員一人あたり年額１，０００円として、ＹＣＥ、 

レオ、薬物乱用防止の配分については実情に応じて決定する。 

⑤ ライオンズクエスト協力金として会員一人あたり年額６００円とする。 

⑥ アイバンク拠出金として会員一人あたり年額１，０００円とする。 

⑦ 地区災害見舞積立金「地区災害見舞積立金規定」に基づき、積立規定額の８００万円を欠けた 

場合に積み立てるため次年度は徴収しない。 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

ガバナー提出議案
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 【第８号議案】 

① 公益財団法人 群馬県アイバンクへ寄付を行う。 

② 社会的養護自立支援拠点事業所「ヤング・アシストいっぽ」へ自立支援のための寄付を行う。 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

【第９号議案】 

  ３３３複合地区会費は、会員一人当たり 

〈現行〉 年額 ３，１２０円（月額２６０円）  →→ 〈改正〉 年額 ４，３２０円（月額３６０円）とする。 

〈内訳〉 複合地区運営に 年額 ２，４００円（月額２００円）を充当 

 （一社）日本ライオンズ賛助会費に 年額 １，９２０円（月額１６０円）を充当 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

 【第１０号議案】 

  ３３３複合地区会費 支部会員一人当たり 

   〈現行〉 年額１，３４０円 →→ 〈改正〉 年額２，３００円 

   〈内訳〉 複合地区運営に 年額 ３８０円 を充当 

      （一社）日本ライオンズ賛助会費に 年額 １，９２０円（月額１６０円）を充当 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

 【第１１号議案】 

   キャンパスクラブの地区一般会費規定設置の件 

本地区の安定した運営を図るため、地区会費（運営費） 年額 １０，５６０円の２０％（２，１１２円/年） を地

区一般会費（学生会員）として徴収する規定を新たに設置することを提案する。 

過半数の賛成を頂き可決 承認 

 

議事録署名人 大会会長  荻野 匡司 

                                      

議事録作成人 大会幹事  平野 善久 
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2025-2026年度複合地区スローガン  

Innovation for the next 次代への変革 

 

ライオンズクラブ国際協会 ３３３複合地区 

第 72回年次大会 

決議報告書 
 

 

大会テーマ 

IInnnnoovvaattiioonn  ffoorr  

SSuucccceessss  
成成功功へへののイイノノベベーーシショョンン  

 

  

第 72回年次大会代議員総会 

 2026年 5月 17日(日) ライトキューブ宇都宮 

  登録代議員数 441 名 

  出席代議員数 391 名 

 

※登録代議員の過半数以上が投票し、かつ 333複合地区年次大会規則 

第一項（2）（3）に定められた適格者であることを確認し、 

代議員総会の成立を確認した。採決は挙手により行った。 
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第第 7722回回年年次次大大会会議議長長提提出出議議案案  
 

議案  （１）会計報告承認の件 
 
 第１号議案  333複合地区 第 71期 会計決算報告及び監査報告 承認の件 
      2024年 7月 1日～2025年 6月 30日 

      一般会計、青少年育成資金会計、YCE緊急援助資金会計、 
    緊急援助資金会計、国際理事候補者支援資金会計、 
     災害時復旧積立金会計、年次大会会計 
 

◆記念誌 63～71ページ 

【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 
 第２号議案  333複合地区第 72期 中間会計報告及び監査報告 承認の件 
      2025年 7月 1日～ 2025年 12月 31日 

    一般会計、青少年育成資金会計、YCE緊急援助資金会計、 
    緊急援助資金会計、国際理事候補者支援資金会計、 
   災害時復旧積立金会計、年次大会会計 

 
◆記念誌 62～80ページ 

【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 
第３号議案  一般社団法人日本ライオンズ 
     2024-2025年度 一般会計 決算報告及び監査報告 承認の件 
      2024年 7月 1日～2025年 6月 30日 

 
◆記念誌 81～91ページ 

【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 
 第４号議案  一般社団法人日本ライオンズ 

 2025-2026年度 一般会計 中間会計報告及び監査報告 
                         承認の件 
  2025年 7月 1日～2025年 12月 31日 

 
◆記念誌 92～102ページ 

【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 
 
  

第72回年次大会議長提出議案
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議案  （２）2026-2027年度複合地区費及び各負担金に決議を求める件 
 
第５号議案 複合地区運営費は、会員１人あたり年額 4,320 円（月額 360 円）

とする。うち複合地区運営に年額 2,400 円（月額 200 円）を充当
し、年額 1,920 円（月額 160 円）を一般社団法人日本ライオンズ
の賛助会費に充当する。 
なお、支部会員および特典会員は、第 6号議案、第 7号議案、第 8
号議案を適用する。 

 
【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
第６号議案 支部会員の複合地区運営費は、会員１人あたり年額 2,300 円とす

る。うち複合地区運営に年額 380 円を充当し、年額 1,920 円（月
額 160円）を一般社団法人日本ライオンズの賛助会費に充当する。 
なお、二人目以降家族会員または学生会員である支部会員は、第 7
号議案、第 8号議案を適用する。  

 
【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 第７号議案 二人目以降家族会員の複合地区運営費は、会員１人あたり年額 500

円とする。 
 

【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 第８号議案 学生会員の複合地区運営費は、会員１人あたり年額 500円とする。 
 

【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 第９号議案 複合地区大会費は、会員１人あたり年額 480円（月額 40円）とす

る。 
 なお、支部会員および特典会員は除く。 

 
【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 第 10号議案  複合地区青少年育成資金負担金は会員１人あたり年額 500 円とす

る。 
 なお、支部会員および特典会員は除く。 

 
【賛成多数により提案通り承認された。】 

 
 第 11号議案 複合地区国際理事候補者支援基金は、会員１人あたり年額 100 円

とする。 
     なお、支部会員および特典会員は除く。 
 

【賛成多数により提案通り承認された。】 
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【議長報告】 
 
2026-2028年度国際理事候補者1名が一般社団法人日本ライオンズにおい
て推薦された件 
 
・2026-2028年度国際理事候補者への支援を求める。 
 
    Ｌ松岡 勲（まつおか いさお） 
       ３３５－C地区 １Ｒ１Ｚ 京都南ライオンズクラブ 
 
 
2026－2027年度 333複合地区第 73回年次大会開催地の件 
 
・333複合地区第 73回年次大会の開催地を 333－E地区とする。 
 
 

以   上 
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GMT（グローバル・メンバーシップ・チーム）方針

コーディネーター L.　桐 生 貴 央　

　平素より333─Ｄ地区の発展に多大なるご尽力を賜り、誠にありがとうございます。ガバナースロー

ガン『人生は出会いから』を胸に、GAT チーム・ZC・クラブ三役と一体となり、「仲間を増やし、仲

間が辞めない環境」の構築へ全力で取り組んでまいります。

　「地域に必要とされる団体」「参加してみたい団体」としての認知向上を図ります。GMT は、ゾー

ン・チェアパーソン、GAT 各コーディネーター、各クラブ役員の皆様と連携し、目標達成に向けて実

効ある活動を進めてまいります。各クラブにおかれましては、勧誘・定着・魅力発信を一体的に進め

ていただきますよう、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　◆数値目標

目標項目 目標値 主　管

会員拡大（新会員）　各クラブ＋20% 300名 GMT

純増会員数 26名 GMT

退会者削減 前年比10％削減 GMT

女性会員数　各クラブ１名以上 40名達成 GMT ／ WYPT

新クラブ結成（GET 連携） ３クラブ GET（GMT 連携）

Lion Portal 普及率 50% 達成 GLT

LCIF 寄付 180,000ドル LCIF

　◆ GMT 運営の３本柱

【第１の柱】　新会員300名（各クラブ20%増）の達成

　●�会員増強の基本は、全会員参加による「一人一会員運動」です。会員一人ひとりが一名の候補者

を意識して声かけを行うことで、地区全体の増強につなげてまいります

　● �ZC と連携し、各クラブの会員拡大目標の進捗確認と勧誘活動の強化を図ります（ZC 会議を２か

月に１回定期開催）

　● �PR 活動・市民参加型イベントへの参画でライオンズを PR し、新規入会へつなげます

　● �GET コーディネーターと連携し、新クラブ結成を並行推進します

　●�各クラブへ会員増強補助金・グローバル・メンバーシップ・アプローチ等のリソースを提供します

【第２の柱】　女性会員40名（各クラブ１名以上）の達成

　● �WYPT コーディネーターと連携し、会員拡大委員会を６月中旬に設置します

　●�スペシャリティクラブ・支部クラブ・レモネードスタンド等の学習会を開催し、多様な入会形態

を普及します

　●�合同 WYPT 会議への参加を各クラブに促し、各ゾーン５名以上の参加を目指します

【第３の柱】　退会者ゼロ運動　〜見える化×早期対応×対話〜

　●�在籍・出席状況を月次で可視化し、「３か月連続欠席」等の危険シグナルを早期に察知します

　●�欠席１回目→スポンサー声掛け、２回連続→会員委員長確認、３回連続→会長・幹事が直接対話

という段階的アプローチを徹底します

　●�優待・終身・賛助・家族会員制度を周知し、多様な在籍形態で退会を抑止します

　●�新会員オリエンテーション（入会後90日の定着支援）と、GLT ─ DC 連携による会員維持を強化し

ます
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GET（グローバル・エクステンション・チーム）方針

コーディネーター L.　齊 藤 真 吾　

　GET コーディネーターを拝命致しました前橋北ライオンズクラブ所属の L.齊藤真吾でございます。

　今期、GET コーディネーターの役割は、きわめてシンプルに考えております。それは、ここ最近見

られなかった従来型クラブである「吉岡ライオンズクラブ」の新クラブ結成です。４月に綿引ガバ

ナーエレクトとキャビネット会議を開催したあとに、具体的には６月に２回の結成会議を終了し、今

月７月に行われる第３回結成会議において、チャーターメンバーが決定します。すでにクラブ名称、

初代役員、例会日時、例会場及び会費については決定している状態です。従来型クラブは20名以上の

会員によって結成されますが、すでに20名以上のメンバーが続々と集まってきている状況です。今後

の予定は８月末にチャーター申請を行い、10月末までにはチャーターナイトクラブ結成祝賀会を開催

する運びとなっております。今回、このように事が迅速に動いたのは綿引新ガバナーが荻野前ガバ

ナーより引き継いだ勢いを、ライオンズの灯火をより強く燃え立たせたいという強い決意に変えて、

我々新キャビネット役員の気持ちを奮い立たせたことにほかなりません。その決意のもとに、新クラ

ブを必ず結成させるという強い信念へとつながっていきました。皆様にお願いしたいのは、吉岡ライ

オンズクラブをより華々しく誕生させるためにさらなるチャーターメンバーの紹介をしていただけま

したら幸甚でございます。また、私は他のコーディネーターと連携を密にすることにより、地区グ

ローバル・アクション・チーム（GAT）の心が一つになり、今期ガバナー方針が必ずや達成すること

を確信しております。そして、吉岡ライオンズクラブの結成は、今期 GET コーディネーターの遂行任

務の布石に過ぎません。これを成功させることによって、さらにはキャンパスクラブや他のクラブ結

成への勢いへと繋がっていくことを固く信じております。そして新クラブ結成を担うことは、世界平

和を願う我々ライオンズマンの誇りなのであります。

　今期、吉岡ライオンズクラブを GET（ゲット）することに尽力いたしますので、さらなる皆様のお

力添えをいただきたく、何卒、よろしくお願い申し上げます。
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GLT（グローバル・リーダーシップ・チーム）方針

コーディネーター L.　堀 越 正 和　

　今年度、333─Ｄ地区 GLT（グローバル・リーダーシップ・チーム）コーディネーターを務めさせて

いただきます、前橋ライオンズクラブの堀越正和です。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

　今年度は、ガバナースローガン　「人生は出会いから」

　そして、アクティビティスローガン　「共に一歩踏み出そう」

　この二つのスローガンのもと、GLT 活動を推進してまいります。

　ライオンズクラブは、人との出会いから学び、仲間とともに一歩踏み出すことで、新たな奉仕や新

たなリーダーが育つ組織です。GLT も、その理念を実践し、会員一人ひとりが成長し、各クラブがさ

らに活性化するための活動を進めてまいります。

　今年度の GLT 重点目標は二つあります。

　一つ目は、

　「ライオンポータル接続率80％の達成」です。

　ライオンポータルは、これからのライオンズクラブ運営に欠かすことのできない情報共有・会員管

理・研修受講の基盤となるツールです。各クラブ会長・幹事の皆様には、ぜひ会員の皆様へ接続の呼

びかけとご協力をお願いいたします。

　二つ目は、

　「各クラブが取り組める金銭獲得アクティビティの開発」です。

　奉仕活動を継続し、さらに発展させるためには、安定した財源の確保が重要です。各クラブの規模

や地域性に応じて取り組める新たな金銭獲得アクティビティを研究・提案し、クラブ運営の一助とな

るよう取り組んでまいります。

　GLT は、単に研修を実施するだけの組織ではありません。

　「人づくり」と「クラブづくり」を支援し、学びを行動へ、そして行動をクラブの発展へつなげる

組織です。

　ガバナースローガン「人生は出会いから」、そしてアクティビティスローガン「共に一歩踏み出そ

う」のもと、皆様とともに新たな一歩を踏み出し、333─Ｄ地区のさらなる発展に貢献してまいります。

　一年間、ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2026─2027年度 GLT 事業予定（現時点決定）

　今年度予定しておりますGLT事業をご案内いたします。皆様の積極的なご参加をお願いいたします。

■８月18日（火）

　Lion Portal クラブ指導員育成研修会（Ｌ級）

　　・受付　14:00

　　・研修　14:30～

　　・ライオンポータル活用推進

　　・クラブ指導員の育成

　　・地区目標「ライオンポータル接続率80％」達成に向けた研修
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■９月１日（火）

　公認ガイディングライオン養成講座

　　・受付　13:30

　　・研修　14:00～

　　・公認ガイディングライオンの養成

　　・クラブ運営を支えるリーダーの育成

■11月～12月

　次世代リーダーシップセミナー

　　どなたでもご参加いただけるセミナーです。

　　楽しく学び、交流しながらリーダーシップを身につけられる企画を予定しております。

　　ぜひ多くの皆様のご参加をお願いいたします。

■11月６日（金）

　Lion Portal クラブ指導員養成講座（実用編）

　　・受付　14:00

　　・研修　14:30～

　　・ライオンポータルの実践活用研修

　　・クラブへの普及・定着支援

　　・ライオンポータル接続率80％達成に向けたフォローアップ

2026─2027年度 GLT 重点目標

①ライオンポータル接続率80％達成

　　�会員の皆様がライオンポータルを積極的に活用できる環境を整え、地区全体の接続率80％達成を

目指します。

②各クラブが取り組める金銭獲得アクティビティの開発

　�　各クラブが無理なく実践できる新たな金銭獲得アクティビティを研究・提案し、奉仕活動を支え

る財源づくりにつなげてまいります。

最後に

　ガバナースローガン「人生は出会いから」

　アクティビティスローガン「共に一歩踏み出そう」

　�　この言葉を大切にしながら、会員の皆様との出会いを力に変え、一歩踏み出す勇気を持って、学

びと実践を重ねてまいります。

　　一年間、どうぞよろしくお願いいたします。



39─　　─

GST（グローバル・サービス・チーム）方針

コーディネーター L.　小金澤徹記　

　今期GSTコーディネーターを務めさせて頂きます、渋川ライオンズクラブ所属のL.小金澤徹記です。

　ガバナーズ・スローガン「人生は出会いから」、アクティビティ・スローガン「共に一歩踏み出そ

う」を合言葉として、各クラブ・各ゾーン・チェアパーソンとのつながりを大切にしながら、地域に

必要とされる奉仕事業の推進に努めてまいります。

　一つひとつの出会いを力に変え、仲間と共に一歩を踏み出し、無理なく継続できる活動づくりをお

手伝いさせて頂きたいと思っております。一年間、皆様のご協力のほどよろしくお願い致します。

活動方針

　１．各クラブ25名、地区全体一千名を目標とした献眼登録の推進

　２．普通救命講習Ⅰを軸とした全クラブ一斉奉仕活動の実施

　３．献眼・献血セミナーの実施と視力保護・献血活動の啓発推進

　４．薬物乱用防止教室の推進と認定講師養成講座・ライオンズクエストワークショップの支援

　５．ゾーン・チェアパーソン、クラブ会長、奉仕委員長との連携強化

　６．活動報告と情報共有の徹底による地区奉仕の見える化
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地区ＬＣＩＦ（ライオンズクラブ・インターナショナル・ファウンデイション）方針

コーディネーター L.　村 上 　 悟　

　昨年より LCIF コーディネーターを拝命しております、L.村上悟です。２年目となり、クラブごとの

温度差や寄附への理解促進の難しさを改めて感じています。100ドル寄附が難しいクラブもあり、丁

寧な説明と継続的な働きかけの必要性を痛感しております。

　一方で、333─Ｄ地区では、荻野ガバナーのもと LCIF 寄附金目標を達成し、ミッション1.5も成し遂

げるという輝かしい成果がありました。このレガシーを、今期の綿引ガバナーの活動方針のもとで継

承し、さらに前進できるよう努めてまいります。

　そのためには、４リジョン・８ゾーンをご担当いただくゾーン・チェアパーソンの皆様のお力添え

が欠かせません。各ゾーンの状況把握やクラブ三役への情報共有、例会支援を通じて、LCIF・MJF へ

の協力が自然に広がる環境づくりにお力をお貸しいただければ幸いです。また、ガバナー諮問委員会

でのご報告は、クラブ運営に大きな影響を与える重要な機会です。寄附への理解を深め、クラブ間の

温度差を少しずつ埋めていくためにも、引き続きご協力をお願いいたします。

　今期333─Ｄ地区は、綿引ガバナー方針として LCIF 寄附目標額180,000ドルを掲げております。達成

に向け、皆様のお力添えをお願い申し上げます。

　下記のグラフは、前期・荻野ガバナー期の LCIF 最終確定数値です。

【参考資料：各クラブ　寄付金額2025年７月～2026年６月末】

　　※ LCI Ｆ寄付総額：169,481.72ドル
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WYPT（ウーマン ･ ＆ ･ ヤングピープル ･ チーム）方針

コーディネーター L.　木 村 祥 子　

　この度、昨年度に続き WYPT コーディネーターを拝命いたしました、伊勢崎絆ライオンズクラブ所

属の L 木村祥子です。

　WYPT は、女性および若い世代を中心に会員増強を推進するチームとして、レモネードスタンドや

ヘアドネーションなど、女性が活躍しやすく、また若い世代にも参加しやすいアクティビティを軸

に、各クラブの皆様が取り組みやすい形で活動を広げてまいります。

　綿引ガバナーのガバナーズスローガン「人生は出会いから」、そしてアクティビティ・スローガン

「共に一歩踏み出そう」を活動の指針とし、出会いを大切にしながら、各コーディネーター・委員会

の皆様、各クラブの皆様と共に、Ｄ地区の活性化に努めてまいります。女性や若い世代が参加しやす

い環境づくりは、クラブの持続的な発展にもつながる重要な取り組みです。皆様と協力しながら、一

歩ずつ着実に前進していきたいと考えております。

　一年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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第１Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　正 田 幸 寿　

　第１Ｒ第１Ｚゾーン・チェアパーソンを務めさせて頂きます、笠懸ライオンズクラブ所属 L.正田

幸寿でございます。

　綿引ガバナー活動方針に従い、笠懸ライオンズクラブと協力し、また、第１Ｒ第２Ｚ L.柳　啓介

ゾーン・チェアパーソンと連携し活動方針を達成する所存でございます。

【活動予定】

　第１Ｒ第１Ｚ　５クラブ合同アイバンク献眼活動

　　期　　　　日　2026年10月３日（土）

　　場　　　　所　桐生競艇場敷地内（笠懸まつり）

　ガバナー公式訪問日程

　　期　　　　日　2026年８月27日（木）　時間　15時

　　場　　　　所　桐生グランドホテル

　　ホストクラブ　笠懸ライオンズクラブ

　ガバナー諮問委員会の予定について

期　　日 ホストクラブ 場　　所

第１回 2026年９月７日（月） 大間々ＬＣ みどり市商工会

第２回 2026年11月18日（水） 笠　懸ＬＣ 笠懸町商工会

第３回 2027年３月11日（木） 桐生西ＬＣ 桐生グランドホテル

第４回 2027年　月　日（　） 笠　懸ＬＣ 未定

　ＺＣ公式訪問

クラブ名 行事予定 期　　日 場　　所

大間々ＬＣ 通常例会 ７月28日（火）

桐生中央ＬＣ 納涼会 ８月21日（金） 五味八珍

桐生西ＬＣ 納涼会 ８月27日（木） 桐生グランドホテル

藪塚ＬＣ 納涼会 ８月４日（火） 八王子農園

笠懸ＬＣ 通常例会

　微力ながら精一杯頑張ります。１年間どうぞよろしくお願い致します。
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第１Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　柳 　 啓 介　

　今期、第１Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソンを務めさせていただくことになりました太田ライオンズ

クラブ所属のＬ柳啓介です。ガバナーズスローガン「人生は出会いから」、アクティビティスローガ

ン「共に一歩踏み出そう」を念頭に、しっかりとクラブとの連携に努めてまいります。

【基本方針】

　ライオンズクラブは、これまでの歴史の中で地域を豊かで健やかにするため様々な奉仕活動を行っ

てまいりました。事業を行うため多くの仲間や多くの LCIF が必要です。ライオンズクラブとして求

められる活動を続けていくためには今以上に各クラブの魅力と必要性を地域に発信していく事で、志

を同じくするメンバーを増やしていく事が必要だと考えます。

　各諮問委員会会議、セミナー等を通し理解の場を増やしていく事で、メンバー各々が対内、対外に

今あるライオンズクラブの姿を積極的に周知発信させ、楽しく盛り上がりのある活動を広めていきラ

イオンズ活動に興味を持つ人々を増やしライオンズクラブをより多くの人々に認めてもらえる様１年

間努めて参りたいと思います。

　クラブメンバーのご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

【今期活動方針】

・会員増強の支援

・LCIF の理解と推進

・各クラブの交流と情報

【活動予定】

・７月14日（月）　第１Ｒ第２Ｚ三役会議（ホストクラブ太田 LC）

・８月27日（木）　第１Ｒガバナー公式訪問（ホストクラブ笠懸 LC）

・９月　　　　　第１回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ太田 LC）

・11月　　　　　第２回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ館林 LC）

・３月　　　　　第３回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ太田中央 LC）

・６月　　　　　第４回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ太田西 LC）

【クラブ訪問】

　第１Ｒ第２Ｚ、各クラブ訪問　８月～10月予定

以　上
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第２Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　原 澤 　 武　

　今期第２リジョン１ゾーンのゾーン・チェアパーソンを拝命致しました沼田利根 LC 所属 L.原澤　

武でございます。

　綿引ガバナーが掲げられた、ガバナースローガン「人生は出会いから」を合言葉として、各クラブ

が、地域貢献等、積極的に展開できるよう協力いたしたいと思います。

今期の第２リジョンの予定

８月26日（水） 第１回ガバナー諮問委員会 エルテラス（旧マリエール）

９月16日（水） ガバナー公式訪問 エルテラス（旧マリエール）

11月11日（水） 第２回ガバナー諮問委員会 ビエント高崎

２月11日（水） 第３回ガバナー諮問委員会 エルテラス（旧マリエール）

４月21日（水） 第４回ガバナー諮問委員会 エルテラス（旧マリエール）

ＺＣ地区役員公式訪問

８月12日（水） 沼田利根ライオンズクラブ

８月20日（木） みなかみライオンズクラブ

９月２日（水） 吾妻ライオンズクラブ

９月３日（木） 嬬恋ライオンズクラブ

９月10日（木） 高崎東ライオンズクラブ

９月25日（金） 高崎三山ライオンズクラブ

　地区ガバナーの下、ゾーン内各クラブの連携を図り、各クラブの発展を支援して参ります。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。
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第２Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　阿 部 貞 人　

　今期、第２Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソンを務めさせていただくことになりました高崎ライオン

ズクラブ所属 L.阿部貞人です。

　ガバナーズ・スローガン「人生は出会いから」アクティビティ・スローガン「共に一歩踏み出そ

う」を念頭に、各クラブとキャビネットの橋渡しとして、また諮問委員会や例会訪問等を通じてガバ

ナー方針を伝達していきたいと思います。微力ではございますが一年間よろしくお願いいたします。

【活動予定】

９月16日（水）　第２Ｒガバナー公式訪問　（ホストクラブ高崎 LC）

８月26日（水）　第１回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ利根沼田 LC）

11月11日（水）　第２回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ高崎東 LC）

２月10日（水）　第３回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ高崎 LC）

４月21日（水）　第２回ガバナー諮問委員会（ホストクラブ利根沼田 LC）

【ZC・地区役員訪問予定】

８月20日（木）　高崎 LC

８月27日（木）　高崎パール LC

９月17日（木）　渋川中央 LC

９月18日（金）　渋川 LC
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第３Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　赤 見 浩 数　

　この度、第３Ｒ第１Ｚのゾーン・チェアパーソンを拝命いたしました高崎和田ライオンズクラブ所

属の L.赤見浩数申します。

　本年度のガバナーズ・スローガン「人生は出会いから」、アクティビティ・スローガン「共に一歩

踏み出そう」を念頭に各クラブとキャビネットの橋渡しとして責務を果たすとともに各クラブの皆様

との出会いを大切に共に一歩踏み出せるよう努めていく所存ですので今期１年間どうぞよろしくお願

い申し上げます。

【活動予定】

会　議　名 日　　　時 場　　所 ホストクラブ

ガバナーとクラブ三役懇親会 令和８年９月11日（月）13：30～ 高崎市総合福祉センター 高崎和田ＬＣ

ガバナー公式訪問 令和８年９月11日（月）15：00～
たまごホール

高崎市総合福祉センター
高崎城ＬＣ

第１回ガバナー諮問委員会 令和８年９月24日（木）19：00～ 高崎市総合福祉センター 高崎和田ＬＣ

第２回ガバナー諮問委員会 令和８年11月６日（金）15：00～ 高崎市総合福祉センター 高崎城ＬＣ

第３回ガバナー諮問委員会 令和９年２月５日（金）15：00～ 高崎市総合福祉センター 高崎城ＬＣ

第４回ガバナー諮問委員会 令和９年４月16日（金）17：30～ エルテラス 高崎和田ＬＣ

高崎市総合福祉センター　　　高崎市末広町115番地１　TEL：027─321─1243

エルテラス（旧マリエール）　高崎市飯塚町1361　　　 TEL：027─363─2241

【各クラブ訪問】

クラブ名 日　　時 会　　場

多野藤岡ＬＣ 未定　12：00～ レジデンス・セシモ204

高崎北ＬＣ 未定　18：30～

玉村町ＬＣ 未定　18：00～

高崎柳川ＬＣ 未定　16：00～

高崎和田ＬＣ 未定　12：15～ 高崎アーバンホテル
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第３Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　志 村 克 巳　

　前年度のゾーン・チェアパーソンの活動を継承し、綿引地区ガバナーのガバナーズ・スローガン

「人生は出会いから」と、アクティビティ・スローガン「共に一本踏み出そう」に沿った活動を展開

してまいります。

　地区ガバナーとゾーン内各クラブとの架け橋となり、円滑な情報共有と連携を図るとともに、各ク

ラブの特色を尊重しながら、活動の充実と発展を支援してまいります。

　また、クラブ間の交流を深め、互いに学び合いながら、より良い奉仕活動につながる環境づくりに

も努めてまいります。

　１年間、ゾーン内各クラブの皆様と協力し合いながら、明るく活力あるゾーン運営を目指してまい

りますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

2026─2027年度　第３Ｒ　活動予定

会　議　名 日　　　時 場　　　所

ガバナーとクラブ三役懇談会 令和８年９月11日（月）13：30 高崎市総合福祉センター

ガバナー公式訪問 令和８年９月11日（月）15：00 たまごホール（高崎市総合福祉センター）

第１回ガバナー諮問委員会 令和８年９月24日（木）19：00 高崎市総合福祉センター

第２回ガバナー諮問委員会 令和８年11月６日（金）15：00 高崎市総合福祉センター

第３回ガバナー諮問委員会 令和９年２月５日（金）15：00 高崎市総合福祉センター

第４回ガバナー諮問委員会 令和９年４月16日（金）17：30 エルテラス
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第４Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　千吉良　功　

　今期、第４Ｒ１Ｚのゾーン・チェアパーソンを務めさせていただきます。前橋中央ＬＣ所属Ｌ千吉

良　功です。綿引ガバナーのガバナーズスローガン『人生は出会いから』にもとづき、クラブの皆様

と交流・理解を深め、アクティビティスローガン『共に一歩踏み出そう』によりクラブの皆様ととも

に前進しガバナー方針を成果へと達成し、より強い交流を図っていきます。

【活動方針＝ガバナー方針】

　⑴　LionPortal の利用促進。接続利用者80％達成

　　　・各クラブに説明・利用者を増やす。

　　　・若手ライオンへの育成機会の呼びかけ。

　⑵　群馬県アイバンクの検眼登録者。クラブメンバー全員登録。

　　　・各クラブに説明・全員登録、アクティビティでの登録増。

　⑶　ゾーンでの合同アクティビティの実施

　　　・前橋市内の小学校・新一年生への黄色い帽子寄贈プロジェクトを本年も実施。

　　　・そのための資金調達チャリティーゴルフの実施。

　⑷　会員拡大

　　　・各クラブのメンバー数の20％以上の増

　　　・退会者ゼロ運動

　⑸　LCIF 寄付

　　　・会員全員での200ドル献金、1000ドル献金増（分割の利用）

　　　・各クラブ5000ドル以上でのクラブシェアリングの利用。

　⑹　AED 普通救命講習会の実施

　　　・各クラブに説明

　⑺　各コーディネーターの方々との連携を図り ZC の活動にご協力いただく。

【主な活動予定】

　⑴　クラブ訪問　　　　　　　　　　　　令和８年　７～８月適時予定

　⑵　ガバナー公式訪問　　　　　　　　　令和８年　９月18日

　⑶　ガバナー諮問委員会

　　　・第１回ガバナー諮問委員会　　　　令和８年　８月19日

　　　・第２回ガバナー諮問委員会　　　　令和８年　12月予定

　　　・第３回ガバナー諮問委員会　　　　令和９年　２月予定

　　　・第４回ガバナー諮問委員会　　　　令和９年　４月予定

【第４Ｒ１Ｚ・２Ｚ合同アクティビティ】本年度も実施します。

　　　・アイバンク基金リジョンゴルフ　　令和９年　６月予定
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第４Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソン活動方針

ゾーン・チェアパーソン L.　齋 藤 道 明　

　今期、第４Ｒ第２Ｚゾーン・チェアパーソンを仰せつかりました伊勢崎佐波ライオンズクラブ所属

の L.齊藤道明です。

　綿引ガバナーズ・スローガン「人生は出会いから」、そしてアクティビティ・スローガン「共に一

歩踏み出そう」の方針の基に、各クラブとの連携を密にして、支援・ご協力をいただきながらガバ

ナー活動方針の達成に向け鋭意努力したいと思っております。

　もとより、微力ではございますので、皆様のご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

【今期ガバナー活動方針】

〇各クラブ一斉献眼登録活動の推進

〇各ゾーンでの合同アクティビティの実施

〇各クラブ会員20％増

〇 LCIF 目標達成に向けた取り組み強化

　等、６項目を重点に取り組みます。

【年間予定】

〇８月28日（金）　第１回ガバナー諮問委員会　ホスト　境 LC

〇９月18日（金）　第２Ｒガバナー公式訪問　　ホスト　伊勢崎佐波 LC

〇11月　　　　　第２回ガバナー諮問委員会　ホスト　前橋中央 LC

〇３月　　　　　第３回ガバナー諮問委員会　ホスト　国定 LC

〇６月　　　　　第４Ｒ親善ゴルフ大会　　　ホスト　伊勢崎佐波 LC

〇６月　　　　　第４回ガバナー諮問委員会　ホスト　伊勢崎 LC

　　　　　　　　（合同ミーティング）

【ZC 各クラブ訪問】

〇７月15日（水）　境 LC

〇７月21日（火）　伊勢崎 LC

〇８月４日（火）　伊勢崎中央 LC

〇８月５日（火）　伊勢崎佐波 LC

〇８月19日（水）　国定 LC

〇８月26日（水）　伊勢崎絆 LC
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各委員会方針

１．会員会則委員会

２．Marketing・Communication・IT・PR 委員会

３．LCIF 委員会

４．会員拡大・エクステンション（GMA 担当）委員会

５．献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会

６．環境保全・社会福祉・アラート委員会

７．次世代リーダーシップ委員会

８．国際大会委員会

９．レオ育成委員会

10．YCE 委員会

11．ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会

12．年次大会実行委員会
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会員会則委員会

委員長 L.　尾 高 一 秀　

　今期、会員会則委員長を務めさせて頂きます、前橋中央ライオンズクラブ所属の L.尾高一秀でご

ざいます。

　当委員会の活動方針として、ライオンズクラブ国際協会・日本ライオンズ・ガバナー方針に沿って

下記事項を計画しておりますので、よろしくお願いいたします。

　　【活動方針（計画）】

　　　①地区会則の見直し

　　　②2025～2026年度に発行された『ライオンズ必携・役員必携合本版（第62版）』

　　　　データ版の周知・普及

　　　③上記②のリアルタイムでの変更など、最新会則を地区内に配信

　　　④日本ライオンズ指針による地区コンプライアンス規程導入への取り組み

　　　⑤国際理事会方針を地区内へ配信し、各クラブへ方針実現に向けた活動を要請

　　　⑥新人研修などでロバート議事規則の研修を推進

　微力ながら精一杯取り組んでまいりますので、１年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

Marketing・Communication・IT・PR 委員会

委員長 L.　太 田 吉 昭　

　前年度までの活動や成果を引継ぎつつ、キャビネットメンバーが発信したい情報を常に確認し、

ホームページ及び SNS（Facebook）を活用し、情報発信してまいります。

　また、LionPortal の普及も GLT コーディネーターと協力し、促進活動をおこないます。

　キャビネット活動の啓蒙と、各クラブのコミュニケーションの促進に寄与いたします。

　　【活動方針（計画）】

　　　①キャビネット公式サイトの運用

　　　② Facebook など SNS の運用

　　　③ LionPortal の普及活動
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LCIF 委員会

委員長 L.　薊 　 　 仁　

　今期 LCIF 委員長を拝命いたしました、伊勢崎佐波ライオンズクラブ所属のＬ .薊仁（あざみ　ひ

とし）です。前年度も LCIF 副委員長でしたが、取り立てて何もしてまいりませんでした。あえて言

うなら最後に LCIF200ドル寄付をさせていただいたことくらいです。今期は委員長という立場になり

ましたので、前委員長、現副委員長、そしてコーディネーターにお伺いしながら、粛々と LCIF の寄

付および MJF の寄付を募っていきたいと考えております。ことに現コーディネーターは前期もコー

ディネーターとして、引き続きのお役目ですし、ましてや前期は LCIF 寄付の予定額を大きく上回る

実績を上げられましたので、２人３脚ならぬ３人４脚で今期の予定額に挑戦したいと考えておりま

す。私たちはライオンズクラブメンバーです。We Serve（我々は奉仕する）の精神を会員各位に発揮

していただき寄付をお願いしたいと思います。コーディネーター、委員長、副委員長の３名で会員一

人一人にお伝えするのはなかなか困難なことですので、各リジョンの８名のゾーンチェアパーソンに

ガバナーのご意向の伝達をお願いしたいと思います。ライオンズクラブのメンバーは皆良き人です。

たくさんの良き人が奉仕の心をもってすれば、多くの人のため、社会のために尽くせると思います。

しっかり１年間心からの寄付を求めたいと思います。キャビネット構成員の皆さま、ぜひとも率先し

たご寄付をどうぞよろしくお願いいたします。１年間よろしくお願いいたします。

会員拡大・エクステンション委員会

委員長 L.　近 藤 大 貴　

１．活動方針

　本年度、当委員会は国際協会が推進する GAT（グローバル・アクション・チーム）の基本理念に基

づき、会員拡大（GMT）および新クラブ結成（GET）を戦略的に推進いたします。会員減少と高齢化が

深刻な課題となる中、単なる勧誘活動にとどまらず、各クラブが行っている素晴らしい「奉仕

（GST）」や「指導力（GLT）」の現場を、地域のノン・ライオン（一般市民）や若い世代、女性、経営

者層へ効果的に届けることが不可欠です。

　そこで本年度は、集客や運営の負担が大きい従来のセミナー開催を見直し、SNS（Instagram、

Facebook 等）を基軸としたデジタル・マーケティング活動を地区全体で推進します。各クラブが日

常のアクティビティを魅力的に「視覚化・発信」できる環境をサポートし、GAT 各チームや各ゾー

ン・チェアパーソン（ZC）と強固に連携しながら、地域社会から「選ばれるライオンズクラブ」とし

ての認知度向上と持続可能な会員純増を目指します。

２．重点目標

　GAT 連携による期末純増目標の達成各クラブの奉仕活動の魅力と連動させ、期初会員数比【例：５
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% 以上】の純増を目標とした意識づけとサポートを行います。

　SNS を活用した Web 広報の推進各クラブにおける公式 SNS の開設・アクティブな更新を推奨し、地

域社会への認知度向上と入会問い合わせの獲得を図ります。

　退会抑制と会員エンゲージメントの向上魅力的な情報発信を通じてメンバーの自クラブへの愛着を

深めるとともに、入会後の確実なフォロー体制を構築して早期退会を防止します。

３．年間活動計画（予定）

2026年７月　�第１回キャビネット会議出席／ GAT 合同ミーティングによる方針共有／各クラブへ

「SNS 活用による会員拡大ガイドライン」を配布

８月～９月　�各クラブのホームページ・SNS 開設状況の調査／ ZC を通じた拡大・広報に関する現場

課題のヒアリング

10月　　　　�第２回キャビネット会議での中間報告／「ライオンズ会員増強月間」に合わせた推進

キャンペーンの実施／地区内一斉の SNS 奉仕活動発信の呼びかけ

11月～12月　�前半期の会員動向（入会・退会）の分析／ SNS 発信から入会に繋がった好事例（成功モ

デル）の収集と地区内共有

2027年１月　エクステンション（新クラブ・支部結成）に向けた Web マーケティング活用検討

２月　　　　第３回キャビネット会議　活動報告

２月～３月　�「簡単 SNS 投稿・活用マニュアル」のオンライン配布／若手・女性メンバーを対象とし

た We 上での意見交換・交流支援

６月　　　　年間純増目標の最終確認および次期委員会への引き継ぎ

４．各役職・クラブの皆様へのお願い

　GAT コーディネーター（GLT・GST）の皆様へ各クラブの「素晴らしい奉仕（GST）」や「成長の機会

（GLT）」を外部へ最大限アピールできるよう、活動情報の共有と言語化へのご協力をお願い申し上げ

ます。各ゾーン・チェアパーソン（ZC）の皆様へゾーン内クラブの SNS 活用状況やデジタル化への課

題をキャビネットへフィードバックいただき、当委員会が作成するマニュアル等の現場への橋渡しを

お願い申し上げます。各クラブ会長・幹事の皆様へ例会やアクティビティの様子を写真一枚からでも

積極的にSNSへご投稿いただき、オープンで活気あるクラブアピールにご協力をお願い申し上げます。

献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会

委員長 L.　峯 岸 　 豊　

　今期、献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員長を拝命致しました玉村町ライオンズクラブ所

属の L.峯岸豊です。

　ガバナー方針に基づき、GST コーディネーター、ゾーンチェアパーソンの皆様方、各クラブ三役会

員のご協力を頂き、１年間精一杯頑張りますので宜しくお願い致します。
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活動方針：

　□ GST コーディネーターと連携

　□群馬県アイバンクと連携し献眼セミナーを実施

　　今年は前橋商工会議所にて11月17日に決定致しました

　□日本赤十字社と連携し献血セミナーを実施

　□献眼登録・献血活動の推進　糖尿病の啓発活動

　献眼登録につきましてはガバナーの強い方針で、43クラブ正会員の登録を再度確認し、献眼登録者

数ゼロのクラブを無くし、各クラブ25名以上・地区全体で1,000名達成を目標に、群馬県アイバンク

との連携で活動をしていきますので、宜しくお願い致します。

環境保全・社会福祉・アラート委員会

委員長 L.　黒 澤 浩 一　

・�近年、地震、台風、豪雨などの自然災害による影響を抑えるため、災害発生時の迅速な対応体制を

整備できればと思います。

　防災訓練の実施や災害時の連絡系統を確立し、災害に強いライオンズクラブを築ければと思います。

・�高齢者、障がいのある方、子ども、子育て世帯など、支援を必要とする方々に寄り添い、それぞれ

の状況に応じた支援活動を実施したいです。また、地域住民や関係機関との連携を図り、誰もが安

心して暮らせる地域づくりに努めます。

・�地域の清掃活動や見守り活動、福祉イベントへの協力、防災・災害支援など、ライオンズ活動を通

じて地域社会に貢献していきたいです。

次世代リーダーシップ委員会

委員長 L.　金 井 暁 生　

　今期、次世代リーダーシップ委員長を務めさせて頂きます前橋北ライオンズ所属の L.金井暁生で

す。

　GLT コーディネータの方針に基づき、皆様にご協力を頂きながらになりますが一年間どうぞよろし

くお願いいたします。
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　　【役　割】

　　　● GLT コーディネータとの連携

　　　●次世代リーダーシップ研修会の開催

　　　●複合地区主催のリーダーシップ研修会への参加促進

　　　●若手リーダーの育成・発掘

　　【計　画】

　　　●次世代リーダーシップ研修会

　　　　開催予定：10月～11月予定

　　　　開催場所：未定（前橋市）懇親会も含む

　　　●複合地区主催のリーダーシップ研修会（未定）

　　　●新入会員オリエンテーションの開催

　　　　開催予定：令和９年２月～３月の予定

国際大会委員会

委員長 L.　岩 村 敏 明　

　333─Ｄ地区国際大会委員長を拝命いたしました前橋東ライオンズクラブ所属の L.岩村敏明です。

　国際大会委員会は年度初めに開催される国際大会と、秋に行われる OSEAL（東洋・東南アジア

フォーラム）への参加準備を行う複合の会議に参加し、その結果を報告してまいります。この１年よ

ろしくお願いいたします。

　今後の予定

　１　第63回 OSEAL 東洋・東南アジアフォーラム

　　　　2026年11月12日（木）～11月15日（日）

　　　　マレーシア・ペナン

　２　第109回国際大会

　　　　2027年７月２日（金）～７月６日（火）

　　　　米国・ワシントンＤＣ

レオ育成委員会

レオ育成委員長 L.　小 暮 啓 仁　

　レオ育成委員会では、Ｄ地区唯一のレオクラブである群馬ジュニアオーケストラレオクラブの活動

を支援して参りました。
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　今日までスポンサークラブである高崎和田 LC のクラブメンバー様をはじめ、Ｄ地区の皆様のお陰

で、レオの子供たちの奉仕活動の支援を継続していくことができました。

　今年もこれを続けていけるよう、皆様にはお力添えを頂いたり、ご面倒をお掛けしたりするかと存

じますが、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　そうした中で、必要な活動かどうかを常に見極め、出来るだけ皆様に分かりやすい明瞭な会計を報

告できるようにも尽力して参ります。

　更に、新しいレオクラブの設立も視野に活動を展開して参りたいと考えております。是非各クラブ

でレオクラブ設立のご検討をよろしくお願いいたします。

今後の活動予定

日　程 行事内容 開催場所

９月16日（水） 333複合地区第１回レオ育成委員会 333複合事務局（上野）

12月予定 333複合地区レオ連絡協議会 開催場所未定

　※�その他、昨年の復興支援演奏会に相当する活動をレオクラブと調整したり、年次大会で演奏をさ

せていただけないか年次大会実行委員長様と協議したりしながら、後半の予定を決定する想定で

ございます。

特記事項

• 333複合地区より、合同アクティビティ事業計画の相談を受けております。

　➢９/16の複合地区第１回レオ育成委員会にて協議予定でございます。

YCE 委員会

委員長 L.　折 茂 紀 彦　

　ガバナーズスローガン「人生は出会いから」のもと、YCE 事業を通じて、国や文化を超えた「出会

い」を未来へつながるかけがえのない財産として育みます。

　そして、アクティビティスローガン「共に一歩踏み出そう」を実践し、青少年、ホストファミ

リー、ホストクラブ、そして地区会員が、それぞれ勇気を持って一歩を踏み出すことで、新たな友情

と相互理解を広げ、世界へつながる交流の輪を築いてまいります。

　YCE 事業への理解と参加の促進、安全で安心できる派遣・受入体制の充実、クラブ間の連携強化に

努めるとともに、多くの会員が国際交流の意義を共有できる環境づくりを推進します。

　一つひとつの出会いを大切にし、共に一歩踏み出すことで、青少年の健全な成長と国際親善に貢献

し、ライオンズクラブの奉仕の輪をさらに広げてまいります。
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ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会

委員長 L.　市 村 均 光　

１．ライオンズクエストについて

　ライオンズクエストは、小・中学校の先生方等にワークショップ（研修会）にご参加いただき、さ

まざまな「ライフスキル」をどのように教育現場で教えるかをプログラムにまとめ、提供しておりま

す。

　＊�ライフスキルとは自分自身をコントロールする能力、挨拶、思いやり、コミュニケーション　な

ど、他の人とうまくかかわる能力などのこと。

　・ライオンズワークショップ開催日時

　　日時：2026年７月29日（水）　９：00～17：00　（８：45～受付）

　　会場：群馬県青少年会館

２．薬物乱用防止について

　薬物乱用の問題は、子どもたちの未来に通じる健康を考える上でも大変重要な健康課題であり、

　ライオンズクラブでは、薬物乱用教室を開催しています。

　今後、より多くの学校で薬物乱用防止に対する意識を子どもたちにわかりやすく伝えていくため

に、薬物乱用防止教育認定講師養成講座や薬物乱用防止教育認定講師上級講座を引き続き開催します。

　・薬物乱用防止教育認定講師養成講座

　　日時：2026年９月29日（火）　13：30～17：00　（13：00～受付）

　　会場：群馬県青少年会館

　・薬物乱用防止教育認定講師実践講座

　　日時：2026年11月10日（火）　14：00～16：00　（13：30～受付）

　　会場：群馬県青少年会館

年次大会実行委員会

委員長 L.　新 井 久 道　

　この度第73回年次大会実行委員会の委員長を務めさせていただきます前橋ライオンズクラブの新井

久道です。

　大役ですが、皆様のご支援、ご協力をいただき精一杯頑張る所存です。
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　一年間よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　「大会テーマ」

小さな種から大事な花を！

１．記念ゴルフ大会

　　2027年４月14日（水）　赤城ゴルフ倶楽部

１．第73回年次大会　本大会

　　2027年４月24日（土）　昌賢学園まえばしホール

１．第73回年次大会　後夜祭

　　2027年４月24日（土）　群馬ロイヤルホテル
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ガバナー報告

地区ガバナー L.　綿 引 　 貴　

１．ガバナー委嘱の監査委員の紹介

　　L.　番 場 義 男（前橋ＬＣ所属）

　　L.　西 村 　 昇（富岡ＬＣ所属）

２．本年度キャビネット会計の業務執行に伴う担保提出免除について

　地区キャビネットが運営上採択している国際理事会方針書 標準版地区会則第９条第３項「キャビ

ネット幹事兼会計の保証金」キャビネット幹事兼会計及び署名の権限を与えられた者は、地区ガバ

ナーのキャビネットによって承認された額を保証金として積むものとし、そのためにかかる費用は運

営費から出す。の条文について、これを免除する。

ガバナー提出議案

地区ガバナー L.　綿 引 　 貴　

【第１号議案】　2026─2027年度予算案についてご承認いただきたい。

【第２号議案】　�キャビネット事務局移転費用に係る支払い対応のため、「災害見舞積立金」通帳よ

り200万円を繰り入れすることをご承認いただきたい。

　　　　　　　　内訳：敷金 約110万円（前橋商工会議所）

　　　　　　　　　　　引越し経費 22万円（丸越）　電話移設 ７万円（S-NET LABO・NTT）

　　　　　　　　　　　複合機移設 3万円（北関東ピアノ運送）

　　　　　　　　　　　旧事務局光熱費 11万円・旧事務局修繕費 52万円（株式会社ケイスリー）

【第３号議案】　�2026─2027年度の「ライオンズクエスト活動基金」について、正会員年会費600円の

うち半額300円を、支部会員年会費300円のうち半額150円を一般会計へ繰り入れす

ることをご承認いただきたい。

【第４号議案】　�2026─2027年度「青少年育成基金」について、正会員年会費1,000円のうち300円を、

支部会員年会費500円のうち150円を一般会計へ繰り入れすることをご承認いただき

たい。

【第５号議案】　�キャビネット旅費規程（別途資料）・慶弔規定についてご承認をいただきたい。

【第６号議案】　�クラブエクステンションにおける地区キャビネット支援について、下記基準のご承

認をいただきたい。

　　　　　　　　　①�新クラブ（20名以上）を設立した場合、新クラブにクラブ備品購入補助金とし

て20万円を支援する。

　　　　　　　　　②�新クラブ支部を設立した場合、新クラブ支部に、50,000円を限度に会員1名に

つき5,000円を支給する。
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一 般 会 計　予算案 
2026年７月１日～2027年６月30日

収入の部

科　目 前年度予算額 本年度予算額 実績 予算比 増減率 備　　　　　考

地 区 会 費 25,405,080 26,370,052
日本ライオンズでクラブから集金して、Ｄ地区に一括支払。
上期─正：1215名　支部：78名　学生：21名
下期─正：1265名　支部：78名　学生：21名

登 録 料 等 45,000 30,000 公認ガイディング・ライオン登録料等

繰 入 金 0 2,000,000 災害見舞通帳から

雑 収 入 100,000 100,000 ドネーション・還付金・利息加入・指導力育成補助金

収 入 額 計 25,550,080 28,500,052

前 年 度 繰 越 金 524,637 470,971 繰越金

合　　計 26,074,717 28,971,023

支出の部

科　目 前年度予算額 本年度予算額 実績 予算比 増減率 備　　　　　考

ガ バ ナ ー 費 650,000 700,000 公式訪問、国際大会、周年行事

会 議 費 400,000 500,000 キャビネット会議、付属会議

研 修 費 800,000 500,000 研修会参加、セミナー参加

旅 費 交 通 費 300,000 500,000 キャビネット会議、複合日本レベル会議

贈 呈 費 600,000 600,000 ガバナー記念品

地 区 指 導 費 240,000 240,000 ZC 活動資金　８名×30,000円

GAT 活 動 費 180,000 180,000 DC 活動資金　６名×30,000円

地 区 委 員 会 費 0 0

給 料 手 当 4,500,000 4,700,000 事務局員給与

法 定 福 利 費 200,000 300,000 雇用保険、労働保険等

什 器 備 品 費 600,000 700,000 電話機・複合機リース代

事務用消耗品費 120,000 120,000 コピー紙、ファイル等

事 務 局 費 20,000 20,000 お茶

印 刷 費 1,700,000 1,700,000 役員名簿・名刺、会議資料等

通 信 費 700,000 700,000 電話・Fax・郵送・Wifi

交 際 接 待 費 20,000 20,000 手土産（首長・警察本部・国際理事等）

慶 弔 費 500,000 500,000 供花・香典・弔電

賃 借 費 2,450,000 1,440,000 地代家賃、管理費等

会 計 間 移 動 5,950,000 5,618,760
大会・PR・アイバンク・青少年およびクエスト
（300円ずつ、支部は150円ずつを一般会計へ繰入）

333 複 合 5,460,000 6,448,300 333複合分担金（日本ライオンズ分担金を含む）

雑 費 100,000 150,000 振込手数料等

寄 付 金 0 0

特 別 EXT 費 550,000 450,000
新規クラブ：1クラブにつき20万円（１クラブ予定）
クラブ支部：１名につき5,000円
　　　　　　上限：５万円×５（５支部予定）

雑 損 失 0 0

引 越 し 費 用 0 1,050,000 前事務局退去復旧費、引越し作業代等

敷 金 0 1,093,200 現事務局敷金

支 出 額 計 26,040,000 28,230,260

立 替 金

繰 越 金 34,717 740,763

合　計 26,074,717 28,971,023
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大 会 会 計　予算案 
2026年７月１日～2027年６月30日

収入の部

科　　目 前年度予算額 本年度予算額 実績 予算比 増減率 備　　　　　考

年 次 大 会 費 2,619,360 2,609,160
上期─正：1215名　支部：78名
下期─正：1265名　支部：78名　学生：会費なし

大 会 登 録 料 3,200,000 1,800,000 3,000円×600名

後 夜 祭 登 録 料 1,560,000 1,500,000 10,000円×150名

ゴ ル フ 登 録 料 900,000 1,000,000 5,000円×200名

協 賛 金 収 入 30,000 30,000 ゴルフ・ドネーション、協賛広告、ラベルピン販売等

レ オ 育 成 0 0

雑 収 入 0 2,000

収 入 額 計 8,309,360 6,941,160

前 年 度 繰 越 金 5,252,465 4,768,600 繰越金

合　　計 13,561,825 11,709,760

支出の部

科　　目 前年度予算額 本年度予算額 実績 予算比 増減率 備　　　　　考

総 務 ・ 財 務 150,000 150,000 生花代、アシスタント

登 録 100,000 100,000 登録証

後 夜 祭 1,560,000 1,500,000 ＠10,000円×150名　群馬ロイヤルホテル

式 典 会 場 400,000 500,000 昌賢学園まえばしホール

食 糧 300,000 100,000

記 念 品 800,000 0

アワード及び記念バッジ 600,000 600,000 アワード（フジマキネクタイ）

受 付 接 待 20,000 10,000

救 護 20,000 20,000

ゴ ル フ 720,000 800,000 賞品

大 会 誌 900,000 1,000,000 800冊

P R 記 録 800,000 800,000 活動写真映像等

構 内 販 売 0 0 物品販売

ア ト ラ ク シ ョ ン 300,000 500,000 群馬 Jr オーケストラ他

駐 車 場 交 通 案 内 100,000 100,000 駐車場代、駐車場係

会 場 整 理 0 0

記 念 事 業 費 700,000 700,000 アイバンク他

事 務 所 費 0 0

会 議 費 100,000 100,000 全体会議、部会会議、アワード会議

事 務 用 品 ・ 通 信 50,000 50,000 郵送料・印刷費

LCIF 拠 出 金 0 0

雑 費 10,000 10,000 振込手数料

支 出 額 計 7,630,000 7,040,000

予 備 費

繰 越 金 5,931,825 4,669,760

合　　　計 13,561,825 11,709,760
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旅費規定・慶弔見舞金規定（案） 
旅旅費費規規定定  

1．キャビネット構成員等、地区役員、その他にガバナーが指名した者が、キャビネット会議、または

その付属する会議に出席した時、或いはキャビネット用務のために出張したときは下記の旅費を

支給する。 

2．キャビネット事務局員が職務のために出張する場合には、必要に応じて同等の交通費及び宿泊

費を支給することができる。 

 交通費 
宿泊代 注１ 交通費は実情に応じて支給する。 

原則として普通車自由席。 （サービス料含む） 

県内 別途資料 6,000円 注２ 複合地区、その他日本ライオンズ関係

の出張についての宿泊は、実費を支給

することができる。 県外 
普通料金 

特急料金 
10,000円 

 

 

慶慶弔弔見見舞舞金金規規定定  

1．キャビネット構成員、地区役員、及びその家族に慶弔があったときは、次の金額を贈る。また、

元地区ガバナー及び直前コーディネーター、直前 ZCに対しても本規定を適用する。 

本人が結婚したとき 30,000円 注１  慶弔に該当する事項が発生したときは、

本人又はその家族が速やかにキャビネット

事務局へ申し出るものとする 死 亡 
本 人 30,000円 

家 族 10,000円 

1 ヶ月以上の入院加療（本人） 10,000円 注２  キャビネット構成員の家族とは、配偶者、

本人の父母、及び同居の子とする。 火災・風水害・地震 10,000円 

 注３  本人及び配偶者、本人の父母の死亡の

場合は生花を贈るものとする。  

 

2．各クラブ関係 

（1）クラブ現職である会長・幹事・会計が死亡したときは金 10,000円を贈る。 

（2）クラブ員が死亡したときは、弔電を発する。 

※各クラブで該当する事項が発生したときはクラブ会長（又は幹事）が速やかにキャビネット事務

局へ連絡するものとする。 

3．キャビネット事務局員及びその家族に慶弔があったときは、次の金額を贈る。 

本人が結婚したとき 30,000円 注１ 事務局員の家族とは、配偶者、本人の

父母、及びその子とする。 

死 亡 
本 人 30,000円 

家 族 10,000円 注２ 本人の死亡の場合は他に生花を贈るも

のとする 
1 ヶ月以上の入院加療（本人） 10,000円 

火災・風水害・地震 10,000円  

 

旅費規定・慶弔見舞金規定（案）
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ＬＣ名 所在地所
Googleでの
最短距離

(四捨五入)
定額

1 大間々 みどり市大間々 22 1,500

2 桐生中央 桐生市錦町 26 2,500

3 笠懸 みどり市笠懸町 21 1,500

4 桐生西 桐生市相生町 24 1,500

5 藪塚 太田市大原町 21 1,500

6 太田・太田中央・太田西 太田市浜町 33 2,500

7 館林 館林市大手町 53 4,500

8 嬬恋 吾妻郡嬬恋村 71 5,500

9 沼田利根 沼田市下之町 34 2,500

10 吾妻 吾妻郡中之条町 36 3,500

11 高崎三山 高崎市緑町 8 800

12 みなかみ 利根郡みなかみ町 40 3,500

13 高崎東 高崎市江木町 9 800

14 高崎・高崎パール 高崎市赤坂町 10 800

15 渋川 渋川市石原 14 800

16 渋川中央 渋川市赤城町 21 1,500

17 多野藤岡 藤岡市藤岡 18 1,500

18 高崎和田・高崎中央・高崎城 高崎市八島町 12 800

19 高崎北 高崎市棟高町 6 800

20 玉村町 佐波郡玉村町 14 800

21 高崎柳川 高崎市大橋町 9 800

22 富岡 富岡市富岡 26 2,500

23 碓氷安中 安中市安中 20 1,500

24 吉井 高崎市吉井町 21 1,500

25 高崎Ｃｉｔｙ 高崎市新町 16 1,500

26 前橋 前橋市上泉町 5 500

27 前橋中央 前橋市下小出町 3 500

28 前橋東・前橋北 前橋市天川原町 5 500

29 前橋敷島南 前橋市本町 1 500

30 高崎経済大学ＹＣＥキャンパス 高崎市上並榎町 10 800

31
伊勢崎・伊勢崎中央・境・
伊勢崎佐波・伊勢崎絆

伊勢崎市昭和町 18 1,500

32 国定 前橋市下大島町 7 800

【資料】　３３３Ｄ地区 第1回キャビネット会議旅費規程①
  ※国際協会の役員旅費規程を参考にしております（車で移動の場合は1キロ当たり0.3＄支給とあります。）

  ※※  第第11回回ののキキャャビビネネッットト会会議議開開催催場場所所【【群群馬馬ロロイイヤヤルルホホテテルル】】((前前橋橋市市大大手手町町))とと

　　    各各LLCC所所在在町町村村間間のの距距離離にによよりり金金額額をを算算出出((￥￥55,,550000をを上上限限ととすするる））

【資料】333─Ｄ地区 第１回キャビネット会議旅費規程①
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ＬＣ名 所在地所
Googleでの
最短距離

(四捨五入)
定額

1 大間々 みどり市大間々 21 1,500

2 桐生中央 桐生市錦町 27 2,500

3 笠懸 みどり市笠懸町 21 1,500

4 桐生西 桐生市相生町 23 1,500

5 藪塚 太田市大原町 21 1,500

6 太田・太田中央・太田西 太田市浜町 35 2,500

7 館林 館林市大手町 55 4,500

8 嬬恋 吾妻郡嬬恋村 72 5,500

9 沼田利根 沼田市下之町 35 2,500

10 吾妻 吾妻郡中之条町 36 3,500

11 高崎三山 高崎市緑町 10 800

12 みなかみ 利根郡みなかみ町 40 3,500

13 高崎東 高崎市江木町 12 800

14 高崎・高崎パール 高崎市赤坂町 12 800

15 渋川 渋川市石原 15 800

16 渋川中央 渋川市赤城町 20 1,500

17 多野藤岡 藤岡市藤岡 19 1,500

18 高崎和田・高崎中央・高崎城 高崎市八島町 14 800

19 高崎北 高崎市棟高町 8 800

20 玉村町 佐波郡玉村町 13 800

21 高崎柳川 高崎市大橋町 11 800

22 富岡 富岡市富岡 28 2,500

23 碓氷安中 安中市安中 22 1,500

24 吉井 高崎市吉井町 23 1,500

25 高崎Ｃｉｔｙ 高崎市新町 17 1,500

26 前橋 前橋市上泉町 3 500

27 前橋中央 前橋市下小出町 3 500

28 前橋東・前橋北 前橋市天川原町 4 500

29 前橋敷島南 前橋市本町 2 500

30 高崎経済大学ＹＣＥキャンパス 高崎市上並榎町 12 800

31
伊勢崎・伊勢崎中央・境・

伊勢崎佐波・伊勢崎絆
伊勢崎市昭和町 20 1,500

32 国定 前橋市下大島町 7 800

【資料】　３３３Ｄ地区 第２回～第４回キャビネット会議旅費規程①
  ※国際協会の役員旅費規程を参考にしております（車で移動の場合は1キロ当たり0.3＄支給とあります。）

  ※※  第第２２回回～～第第４４回回ののキキャャビビネネッットト会会議議開開催催場場所所【【前前橋橋商商工工会会議議所所】】((前前橋橋市市日日吉吉町町))とと

　　    各各LLCC所所在在町町村村間間のの距距離離にによよりり金金額額をを算算出出((￥￥55,,550000をを上上限限ととすするる））

第2回～第4回のキャビネット会議は、前橋商工会議所で開催予定ですので、この規定をもとに旅費をお支払いします。

【資料】333─Ｄ地区 第２回～第４回キャビネット会議旅費規程①
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【資料】333-D地区 キャビネット会議旅費規程②

※ 計測はGoogleマップを使用して
おります。
多少の誤差はご理解下さいます様

お願い申し上げます。

55㎞㎞

1155㎞㎞

2255㎞㎞

3355㎞㎞

4455㎞㎞

5555㎞㎞

6655㎞㎞

7755㎞㎞

8855㎞㎞

9955㎞㎞

半径 5㎞圏内 500円
半径15㎞圏内 800円
半径25㎞圏内 1,500円
半径35㎞圏内 2,500円

半径45㎞圏内 3,500円
半径55㎞圏内 4,500円
半径55㎞超 5,500円

【資料】333─Ｄ地区　キャビネット会議旅費規程②
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ゾーン・チェアパーソン提出議案

議　案：なし
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333Ｄ地区会費 333Ｄ地区会費 333Ｄ地区会費
正会員 支部会員 正会員の半額負担 家族会員(二人目以降）

月会費 年会費 月会費 年会費 地区会費 月会費 年会費
880 10,560 440 5,280 0
170 2,040 85 1,020 0

PR情報 400 PR情報 200 PR情報
1,000 500

ライオンズクエスト 600 ライオンズクエスト 300 ライオンズクエスト
アイバンク 1,000 アイバンク 500 アイバンク
災害見舞基金 0 災害見舞基金 0 災害見舞基金

15,600 7,800 0

333Ｄ地区会費
学生会員
地区会費 月会費 年会費

176 2,112
0

PR情報

ライオンズクエスト
アイバンク
災害見舞基金

2,112

333複合地区会費 333複合地区会費 333複合地区会費
正会員 支部会員

月会費 年会費 月会費 年会費 月会費 年会費
360 4,320 2,300 500
40 480 0 0

⻘少年育成 500 ⻘少年育成 0 ⻘少年育成
緊急援助資金 0 緊急援助資金 0 緊急援助資金
災害見舞 0 災害見舞 0 災害見舞
国際理事支援 100 国際理事支援 0 国際理事支援

5,400 2,300 500
※災害見舞金は残高1500万円を下回った時に徴収する。

年会費 年会費 国際会費 年会費
年会費50＄ 年会費50＄ 年会費25＄

年会費合計(地区+複合） 21,000 支部会員 10,100 学生会員 2,612

7,500 7,500 3,750

28,500 17,600 6,362

クラブ事務経費を含め20,000円以上が望ましい 500

3,750

4,250
クラブ事務経費を含め5,000円以上が望ましい

複合会費 複合会費
一般会費（運営費） 一般会費（運営費）

入会金は35＄

小計 小計

国際会費

支払月のレートで変わります

国際会費

支払月のレートで変わります

22002266--22002277年年度度　　333333--DD地地区区会会費費

⻘少年育成（ＹＣＥ・レオ・薬物乱⽤防⽌）

2026-2027年度 2026-2027年度

地区会費 地区会費
一般会費（運営費） 一般会費（運営費） 一般会費（運営費）

地区大会費 地区大会費 地区大会費

2026年7月1日

2026-2027年度

⻘少年育成（ＹＣＥ・レオ・薬物乱⽤防⽌）特
別
会
費

小計

一般会費（運営費）
地区大会費 地区大会費 地区大会費

地区大会費

⻘少年育成（ＹＣＥ・レオ・薬物乱⽤防⽌）

※災害見舞金は残高800万円を下回った時に徴収する。

特
別
会
費

特
別
会
費

特
別
会
費

家族会員(二人目以降）／学生会員
複合会費

小計小計

一般会費（運営費）

⻘少年育成（ＹＣＥ・レオ・薬物乱⽤防⽌）

2026-2027年度

小計

下半期請求：日本ライオンズ賛助会費960円

入会金は35＄ 入会金は35＄

小計
上半期請求：複合地区380円 日本ライオンズ賛助会費960円

国際会費
(25＄×1＄150円換算の場合)

年会費合計(複合) 家族会員(2人目以降)

2026-2027年度 2026-2027年度 2026-2027年度

支払月のレートで変わります
【特典会員】

国際会費
(50＄×1＄150円換算の場合)

国際会費
(50＄×1＄150円換算の場合)

国際会費
(25＄×1＄150円換算の場合)

年会費合計(地区+複合） 年会費合計(地区+複合）

2026─2027年度　333─Ｄ地区会費
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2026-2027年度 333D地区 旅費・登録料(規程)詳細（暫定） 2026/7/1現在

旅費・交通費 宿泊

県外、上限10,000円（食事代含む）
宿泊費領収書を添付

会議種類 実施予定月 交通費 登録料 備考

国際会⻑ 公式訪問 未定
2026-2027年度：地区負担1/2、
           自己負担1/2

登録料（懇親会費含）＠
自己負担

LCIF理事⻑公式訪問 未定
2026-2027年度：地区負担1/2、
                             自己負担1/2

自己負担：ガバナー、幹事、
第一・第二副地区ガバナー、
LCIF委員⻑

333複合地区主催の
各委員会

7月〜翌6月
地区負担：複合地区から招集要請
された地区委員⻑等

登録料：なし  GST、GMT、GLT、
会則、国際大会、レオ、YCE、国際大会、
環境保全、PR、献眼献血、LQ、他

複合333YCEサマー
キャンプ

７月・８月 交通費：地区負担 送迎等
登録料：@5,000程度 地区負担
宿泊費：地区負担
懇親会費 : 自費

ガバナー・YCE正副委
員⻑・YCE特別委員

333複合地区合同会議
８月、11
月、３月

2026-2027年度：自己負担 登録料：なし 懇親会費 : 自費
対象：複合地区から招
集された地区役員

GAT・LCIFセミナー 自己負担 登録料：自己負担
対象者：1副2副、現･次
期のCab幹事･会計･
GAT･ZC･LCIF委員⻑

333複合地区大交流会
ミッション1.5を知ろ
う

9-10月 自己負担
登録料：あり＠（宿泊）
      ＠（宿泊なし交流会）
      ＠（研修のみ）

新潟県越後湯沢
対象：

全
日
本

全日本若手ライオンズ
研修会等

対象：地区から要請し
た参加者

複
合
合
同

複
合

お
願
い

基
本
事
項

ガバナーが必要と認めた場合のみ、日当は支給しない

委員会予算内で支給、予算を超える場合は支給しない

キャビネットが作成した「キャビネット交通費等経費申請フォーム」にて項目を記入ください。足りない場合はA4用紙を追加
いただいて結構です。

事務局負担軽減のため、領収書だけの提出はご遠慮いただきますようご理解とご協力お願いいたします

鉄道の最短距離順により、普通運賃と特急、または急行料金の合算額
（会議により指定席可）

車での移動は実費（ガソリン代・高速料金）同乗者には支払われない

車での移動における領収書が提出できない場合は、鉄道料金を基に算出
する

交通費、登録料、宿泊料、懇親会費等：地区負担 一律3万円
その他の経費は自費となります。

2026─2027年度　333─Ｄ地区旅費・登録料（規程）詳細（暫定）
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2026-2027年度 333D地区 旅費・登録料(規程)詳細（暫定） 2026/7/1現在

会議種類 実施予定月 交通費 登録料 備考
地区キャビネット役員、顧問、そ
の他指名された会員

次期ＤＣ・ZC・副幹事
研修会

5月 なし 登録料：なし 前橋商工会議所

次期DG・GAT・ZC・
正副委員⻑研修会

５月 なし 登録料：なし 前橋商工会議所

次期クラブ三役研修会 ５月 なし 登録料：なし 前橋商工会議所

ライオンズクエスト
ワークショップ

7月 なし 県内教諭：なし，LC会員 :6,000円 群⾺県⻘少年会館

Lion Portal実技講習会
初級講座

８月 なし 登録料：なし

GMTセミナー なし 登録料：なし

公認ガイディング
ライオン講習会

８月 なし 登録料：1,000円

ガバナー公式訪問 8-9月 なし
御祝い金：懇親会有の場合50,000円
（キャビネット負担）ｘ各R分

薬物乱用防止教室認定講
師養成講座(⻘少年)

9月 なし 登録料：5,000円

次世代リーダーシップ
セミナー

9-11月 なし 登録料：なし

Lion Portal実技講習会
上級講座

11月 なし 登録料：なし

ＬＣＩＦセミナー 9-12月 なし 登録料：なし

ZC会議・委員⻑会議
７・11･２･

６月
なし

登録料：なし  諮問会議後・キャビ
ネット会議前。CAB事務局にて。

薬物乱用防止教育認定
講師上級講座(⻘少年)

10-11月 なし 登録料：なし

献眼献血セミナー 1月 なし 登録料：なし

新会員
オリエンテーション

2月 なし 登録料：なし

アワード会議 ３月 なし 登録料：なし

国際大会
2027/

7/2〜7/6
なし（自己負担）

登録料：クラブ、または自己負担(ク
ラブによる) 地区晩餐会：自己負担

第109回国際大会
（ワシントンDC）

オセアルフォーラム
2027/

10/12〜15
なし（自己負担）

登録料：クラブ、または自己負担(ク
ラブによる) 地区晩餐会：自己負担

マレーシア ペナン

複合地区 年次大会
2026年5月 なし（自己負担）

本大会    円
前夜祭    円 ゴルフ   円

前夜祭：
本大会：

D地区 年次大会 2027/4/24 なし（自己負担）
2027-2028年度 本大会    円
後夜祭  円   ゴルフ     円

前橋市⺠⽂化会館

CAB会議会場 ⇔ 所属クラブ町村間
の距離に応じる（別紙）キャビ
ネット会議にて支払い清算する

なし

  ※ 開催内容によっては登録料が変わる場合があります。

未定

D
地
区

大
会

333D地区
キャビネット会議

7月・11月・
2月・６月
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 キキャャビビネネッットト  交交通通費費等等経経費費申申請請フフォォーームム  

 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

 
ライオンズクラブ国際協会 333-D 地区 

キャビネット事務局   宛 
（Fax.027-225-2434 へ）          申請日：    年    月    日  

 
R    Z   ライオンズクラブ 

ライオン氏名  

行事年月日 

  
  

      年年    月月    日日

（（    ））  

 

      年年    月月    日日

（（    ））  
～～  

    

 

 

行 事 名  
 

   
● 交通費（〇〇駅⇔〇〇駅） 内訳①～③にご記入下さい 

記入例：７月９日（金）高崎から東京へ というように記入して合計金額を出して報告してくださ

い。 
内訳①  円 
内訳②  円 
内訳③  円 

内訳①～③の合計申請金額 円 
 
≪ご指定お振込先≫ （注）記入にあたってお間違いの無いよう、お願いいたします。 
金融機関名  支店名： 
口 座 種 別  普通預金 ・ 当座預金 ※○印で囲む 
口 座 番 号   
口 座 名 義   

 
領収書添付の際は 
直接ご持参又は 
ご送付下さい。 

 

 領収書添付 

2026～2027 

キャビネット　交通費等経費申請フォーム
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2026年7月１日作成

収入

地 区 会 費 クラブから送金された地区会費

雑 収 入 講師謝礼等からのドネーション、還付金、利息

登 録 料 公認ガイディング・ライオン  他

支出

ガ バ ナ ー 費
複合地区主催研修会の登録料（キャビネット三役）、国際会⻑･LCIF理事⻑公式訪問登録料、
同地区協力費、ガバナー公式訪問お祝い、キャビネット会議懇親会費、クラブ周年行事お祝い（CAB5役）

会 議 費
次期DC・ZC研修会会議、第1〜4回キャビネット会議、キャビネット引継ぎ会議、
役員選出会議、付随する飲み物・準備スタッフの弁当代等含

研 修 費
次期地区役員及び新三役研修会、新会員オリエンテーション、地区次世代リーダーシップセミナー、
公認ガイディングライオン、献眼献血セミナー、糖尿病セミナー等の会場費・飲み物など
講師謝礼（D地区外のＬメンバー：交通費相当額＋手土産 非Ｌメンバー：交通費相当額+手土産）

旅 費 交 通 費 国際会⻑公式訪問、複合地区委員会、キャビネット会議等に出席する際の地区負担分交通費

贈 呈 費 フジマキネクタイ関連（ネームカード、バッチ等）

地 区 指 導 費 ＺＣ活動費

Ｇ Ａ Ｔ 活 動 費 ＤＣ活動費

地 区 委 員 会 費 地区委員会活動にかかる費用

給 料 手 当 事務局員給与

法 定 福 利 費 労災・社会保険

什 器 備 品 費 事務用機器リース代

事 務 用 品 インク代、ファイル、コピー紙

事 務 局 費 お客様用コーヒー、お茶

印 刷 費 三役研修会冊⼦・第1〜4回キャビネット会議冊⼦作製、役員名簿、名刺、封筒等の作成と印刷費

通 信 費 電話料（電報）、切手、郵送料、複合機リース料、宅配便、年賀状代（印刷はキャビネット）、

交 際 接 待 費 手土産（表敬訪問等）

慶 弔 費 葬儀・周年行事等の生花・供花、香典、（電報は電話料金と引き落としされるため、通信費扱い）

賃 借 料 キャビネット事務局家賃

特 別 会 計 2022年度以降 なし

雑 費 支払手数料、上毛新聞年賀広告

寄 付 金 アイバンク等

特 別 Ｅ Ｘ Ｔ 新規クラブ、新規レオクラブ、支部クラブ、ＳＰＣクラブの開設にかかる費用

333D 一般会計勘定科目の詳細(案）
333─Ｄ一般会計勘定科目の詳細（案）



73─　　─

2026─2027年度　キャビネット年間スケジュール（案）
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献　眼　者　名　簿 
（2025年７月～2026年６月）

提供年月 ク ラ ブ 名 Ｒ・Ｚ 会員・一般

2025年

７　月 高 崎 北 ３Ｒ・１Ｚ 会　員

７　月 伊 勢 崎 中 央 ４Ｒ・２Ｚ 一　般

８　月 笠 懸 １Ｒ・１Ｚ 一　般

９　月 前 橋 中 央 ４Ｒ・１Ｚ 一　般

10　月 太 田 １Ｒ・２Ｚ 一　般

11　月 境 ４Ｒ・２Ｚ 一　般

12　月 笠 懸 １Ｒ・１Ｚ 会　員

12　月 太 田 １Ｒ・２Ｚ 一　般

12　月 太 田 １Ｒ・２Ｚ 一　般

12　月 吾 妻 ２Ｒ・１Ｚ 一　般

2026年

１月　 前 橋 東 ４Ｒ・１Ｚ 一　般

３　月 吾 妻 ２Ｒ・１Ｚ 一　般

４　月 碓 氷 安 中 ３Ｒ・２Ｚ 一　般

６　月 高 崎 中 央 ３Ｒ・２Ｚ 会　員

６　月 前 橋 東 ４Ｒ・１Ｚ 一　般

※プライバシー保護のため、眼球提供者のお名前の記載は控えさせていただきます。

～崇高なご行為とご遺族の深いご理解に感謝申し上げます～
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物故ライオンご芳名一覧 
（2025年７月～2026年６月）

（敬称略）

逝去年月日 ご　芳　名 所属ライオンズクラブ Ｒ・Ｚ

2025年７月 大 　 山 　 貞 治 郎 高 崎 北 ３Ｒ・１Ｚ

2025年９月 小 林 代 史 嬬 恋 ２Ｒ・１Ｚ

2025年９月 小 林 利 光 渋 川 ２Ｒ・２Ｚ

2025年10月 大 澤 　 廣 高 崎 和 田 ３Ｒ・１Ｚ

2025年12月 大 橋 恵 子 笠 懸 １Ｒ・１Ｚ

2025年12月 高 橋 幸 男 高 崎 ２Ｒ・２Ｚ

2025年12月 宮 石 眞 達 高 崎 北 ３Ｒ・１Ｚ

2026年１月 新 井 博 雄 高 崎 ２Ｒ・２Ｚ

2026年１月 田 沼 　 博 境 ４Ｒ・２Ｚ

2026年２月 宮 石 眞 達 高 崎 北 ３Ｒ・１Ｚ

2026年５月 青 木 克 孝 笠 懸 １Ｒ・１Ｚ

2026年６月 神 山 庸 司 大 間 々 １Ｒ・１Ｚ

2026年６月 関 口 久 榮 高 崎 中 央 ３Ｒ・１Ｚ

2026年６月 羽 鳥 康 孝 伊 勢 崎 ４Ｒ・２Ｚ

心よりご冥福をお祈り申し上げます
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■MEMO■
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